
まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

1
補足説明
資料
59-1

59-1-2 ⑤（記載適正化）

2
補足説明
資料
59-1

59-1-3

⑤（設備分類変
更（居住性→通
信）に伴う設備名
称変更）

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室

章/項番号： 59-1　SA設備基準適合性　一覧表

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

第

3

号

［配置図］59-3

対象外

Ｋ遮蔽

対象外

第

4

号

第

6

号

第

3

号

対象外（操作不要）

ＤＢ施設と同じ系統構成

Ｂｂ

その他(飛散物)

関連資料

Ａａ

共用の禁止

悪

影

響

防

止

設置場所

関連資料

[被ばく評価]59-11

－

関連資料

－

第

2

号

電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない）

第

4

3

条

切り替え性

関連資料

他設備からの影響

環

境

条

件

に

お

け

る

健

全

性

関連資料

常設SAの容量

環境条件、自然現象、外部

人為事象、溢水、火災

原子炉区域を除く原子炉建屋内及び

その他の建屋内

（コントロール建屋）

第

5

号

第

1

項

第

2

項

－

対象外

第

1

号

第

2

号

防止設備-対象(代替対象ＤＢ設備有り)-屋

内

共用する設備

（海水を通水しない）

(周辺機器等からの悪影響により機能を

失うおそれがない）

海水

関連資料

対象外

－

Ｂ
ＤＢ施設の系統及び機器の容量が十分

（ＤＢ施設と同仕様の遮蔽能力で設計）

―

操作性

関連資料 ［配置図］59-3

－

Ａ

関連資料

サポート系故障 (サポート系なし)

―

遮蔽 Ｋ

―

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

対象外

関連資料

（考慮対象なし）

試験・検査

(検査性、系統構成・外部入力)

本来の用途として使用－切替不要

－

系統設計 Ａｄ

―

共

通

要

因

故

障

防

止

（操作不要）

－

（操作不要） 対象外

－

ＤＢ施設の系統及び機器の容量が十分

（ＤＢ施設と同仕様の遮蔽能力で設計）
Ｂ

－

ＤＢ施設と同じ系統構成 Ａｄ

（考慮対象なし） 対象外

(サポート系なし) 対象外

［配置図］59-3

[被ばく評価]59-11

共用する設備 Ａ

－

防止設備-対象(代替対象ＤＢ設備有り)-屋

内
Ａａ

柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉　SA設備基準適合性　一覧表（常設）

（操作不要） 対象外

中央制御室待避室遮蔽（常設）
類型化

区分

原子炉区域を除く原子炉建屋内及び

その他の建屋内

（コントロール建屋）

Ｃ

（有効に機能を発揮する） －

（海水を通水しない） 対象外

(周辺機器等からの悪影響により機能を

失うおそれがない）
－

（電磁波により機能が損なわれない） 対象外

［配置図］59-3

第

1

号

Ｃ
環境温度・湿度・圧力／

屋外の天候／放射線

荷重

第59条：原子炉制御室 中央制御室遮蔽

（有効に機能を発揮する）

類型化

区分

柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉　SA設備基準適合性　一覧表（常設）
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x0026731
59条、34条



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

3
補足説明

資料
59-2

59-2-2

②
（第二ガスター
ビン発電機の扱
い変更，デザイ

ン見直し）

4
補足説明

資料
59-2

59-2-3

②
（第二ガスター
ビン発電機の扱
い変更，デザイ

ン見直し）

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室

章/項番号： 59-2 単線結線図

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

 
図 59-2-1 6 号炉常設代替交流電源設備系統図（ガスタービン発電機～緊急用 M/C～中央制御室） 

 
図 59-2-2 7 号炉常設代替交流電源設備系統図（ガスタービン発電機～緊急用 M/C～中央制御室）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

5
補足説明

資料
59-3

59-3-11
図59-3-10 無線連絡設備（常設），衛星電話設備（常設）　配
置図（コントロール建屋地上２階）

図59-3-10 無線連絡設備（常設）（待避室），衛星電話設備
（常設）（待避室）　配置図（コントロール建屋地上２階

⑤
（設備分類変更
（居住性→通信
設備）に伴う設
備名称変更）

6
補足説明

資料
59-3

59-3-16
～
59-3-21

図59-3-15　非常用ガス処理系に係る機器（排風機，フィルタ装
置，乾燥装置）の配置図（6号炉　原子炉建屋地上3階）

図59-3-16　非常用ガス処理系に係る機器（弁）の配置図
（6号炉　原子炉建屋地上3階）

図59-3-17　非常用ガス処理系に係る中央制御室操作盤の配置図
（6／7号炉　コントロール建屋地上2階）

図59-3-18　非常用ガス処理系に係る機器（排風機，フィルタ装
置，乾燥装置）の配置図（7号炉　原子炉建屋地上3階）

図59-3-19　非常用ガス処理系に係る機器（弁）の配置図（7号
炉　原子炉建屋地上3階）

図59-3-20　非常用ガス処理系に係る中央制御室操作盤の配置図
（6／7号炉　コントロール建屋地上2階）

左図なし
②

（被ばく低減設
備追加）

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室

章/項番号： 59-3　配置図

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

資料名： 59条 原子炉制御室

章/項番号： 59-4   系統図

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

7
補足説明

資料
59-4

59-4-3

図59-4-2　中央制御室可搬型陽圧化空調機及び中央制御室待避室陽圧化装置　系統概要図
（中央制御室を陽圧化時）

②
（誤記訂正）

8
補足説明

資料
59-4

59-4-4

図59-4-3　中央制御室可搬型陽圧化空調機及び中央制御室待避室陽圧化装置　系統概要図
（中央制御室及び中央制御室待避室を陽圧化時）

図59-4-3　中央制御室可搬型陽圧化空調機及び中央制御室待避室陽圧化装置　系統概要図
（中央制御室及び中央制御室待避室を陽圧化時）

②
（誤記訂正）

ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

 

空気供給第一弁 

空気供給第二弁 

図 59-4-2 中央制御室可搬型陽圧化空調機及び中央制御室待避室陽圧化装置 系統概要図 

（中央制御室を陽圧化時） 

 

空気供給第一弁 

空気供給第二弁 
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

9
補足説明

資料
59-4

59-4-5

図59-4-4　無線連絡設備（常設）及び衛星電話設備（常設）系統概要図 図59-4-4　無線連絡設備（常設）（待避室）及び衛星電話設備（常設）（待避室）系統概要図

⑤
（設備分類変更
（居住性→通信
設備）に伴う設
備名称変更）

10
補足説明

資料
59-4

59-4-6

図59-4-5　データ表示装置（待避室）　系統概要図 図59-4-5　データ表示装置（待避室）　系統概要図

②
（免震重要棟内
緊急時対策所削

除）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

11
補足説明

資料
59-4

59-4-7

図59-4-6　操作概要図　無線連絡設備（常設）及び衛星電話設備（常設）
（コントロール建屋地上2階）

図59-4-6　操作概要図　無線連絡設備（常設）（待避室）及び衛星電話設備（常設）（待避室）
（コントロール建屋地上2階）

⑤
（設備分類変更
（居住性→通信
設備）に伴う設
備名称変更）

12
補足説明

資料
59-4

59-4-8

図59-4-7　切替操作概要図　無線連絡設備（常設）及び衛星電話設備（常設）
（コントロール建屋地上2階）

図59-4-7　切替操作概要図　無線連絡設備（常設）（待避室）及び衛星電話設備（常設）（待避室）
（コントロール建屋地上2階）

⑤
（設備分類変更
（居住性→通信
設備）に伴う設
備名称変更）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

13
補足説明

資料
59-4

59-4-9

図59-4-8　非常用ガス処理系　系統概要図（6号炉）

左記なし
②

（被ばく低減設
備追加）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

14
補足説明

資料
59-4

59-4-10

図59-4-9　非常用ガス処理系　系統概要図（7号炉）

左記なし
②

（被ばく低減設
備追加）

8/134



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

15

補足説明
資料
59-5
2.

59-5-4
②

(誤記修正)

16

補足説明
資料
59-5
2.

59-5-4
②

(誤記修正)

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室

章/項番号： 59-5  試験及び検査

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

17

補足説明
資料
59-5
2.

59-5-5

〇無線連絡設備（常設）及び衛星電話設備（常設）の試験・検
査について

無線連絡設備（常設）及び衛星電話設備（常設）における試験
及び検査は表59-5-1のとおりである。

無線連絡設備（常設）及び衛星電話設備（常設）の概要を図59-
5-4に示す。

〇無線連絡設備（常設）（待避室）及び衛星電話設備（常設）
（待避室）の試験・検査について

無線連絡設備（常設）（待避室）及び衛星電話設備（常設）
（待避室）における試験及び検査は表59-5-1の通りである。
無線連絡設備（常設）（待避室）及び衛星電話設備（常設）
（待避室）の概要を図59-5-4に示す。

⑤
(設備分類変更
(居住性→通信
設備)に伴う，
設備名称変更)

18

補足説明
資料
59-5
2.

59-5-5

⑤
(設備分類変更
(居住性→通信
設備)に伴う，
設備名称変更)

19

補足説明
資料
59-5
2.

59-5-5

②
(免震重要棟内
緊急時対策所削

除)
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

20

補足説明
資料
59-5
2.

59-5-6

無線連絡設備（常設）　試験・検査内容

図の変更無し

図59-5-5　無線連絡設備（常設）試験・検査構成

無線連絡設備（常設）（待避室）　試験・検査内容

図の変更無し

図59-5-5　無線連絡設備（常設）（待避室）試験・検査構成

⑤
(設備分類変更
(居住性→通信
設備)に伴う，
設備名称変更)

21

補足説明
資料
59-5
2.

59-5-7 ―

②
(免震重要棟内
緊急時対策所削

除)
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

22

補足説明
資料
59-5
2.

59-5-8 ―

②
(免震重要棟内
緊急時対策所削

除)

23

補足説明
資料
59-5
2.

59-5-9

②
(免震重要棟内
緊急時対策所削

除)

12/134
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

59-5-12 表59-5-3　柏崎刈羽原子力発電所　6号炉　点検計画

59-5-14 図59-5-11　非常用ガス処理系（6号炉）　機能検査系統図

59-5-15 図59-5-12　非常用ガス処理系排風機（6号炉）　構造図

59-5-16 表59-5-4　柏崎刈羽原子力発電所　7号炉　点検計画

59-5-18 図59-5-13　非常用ガス処理系（7号炉）　機能検査系統図

59-5-19 図59-5-14　非常用ガス処理系排風機（7号炉）　構造図

②
(被ばく低減設
備追加)

―24

補足説明
資料
59-5
2.
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

中央制御室及び中央制御室待避室の陽圧化差圧 中央制御室及び中央制御室待避室の陽圧化差圧
【設定根拠】 【設定根拠】
中央制御室及び中央制御室待避室陽圧化バウンダリは，配置
上，動圧の影響を直接受けない屋内に設置されているため，室
内へのインリークは隣接区画との温度差によるものと考えられ
る。

中央制御室及び中央制御室待避室陽圧化バウンダリは，配置
上，動圧の影響を直接受けない屋内に設置されているため，室
内へのインリークは隣接区画との温度差によるものと考えられ
る。

低温及び高温の設計基準については，観測記録（気象庁アメダ
ス）年超過確率評価を踏まえ最低気温が最も小さく，及び最高
気温が最も大きくなる値を設計基準として定めた。評価の結

果，統計的な処理による年超過確率10-4/年の値として最低気温
は-15.2℃，及び最高気温は38.8℃となった。

中央制御室及び中央制御室待避室陽圧化バウンダリの設計に際
しては，重大事故等時の室内の温度を中央制御室のあるコント

ロール建屋の設計最高温度40℃，隣接区画を年超過確率10-4/年
の値よりも厳しい最低温度-17.0℃と仮定すると，中央制御室及
び中央制御室待避室の階層高さは最大6mであるため，以下のと
おり約15Paの圧力差があれば，温度の影響を無視できると考え
られる。

重大事故等時の室内の温度を中央制御室のあるコントロール建
屋の設計最高温度40℃，隣接区画を外気の設計最低温度-17℃と
仮定すると，中央制御室及び中央制御室待避室の階層高さは最
大6mであるため，以下のとおり約15Paの圧力差があれば，温度
の影響を無視できると考えられる。

【設定根拠】 【設定根拠】
③陽圧化に必要な空気供給量 ③陽圧化に必要な空気供給量
中央制御室を陽圧化するために必要な空気供給量は，JIS A
2201に基づく気密性能試験から測定し決定する。

中央制御室を陽圧化するために必要な空気供給量は，JIS A
2201に基づく気密性能試験から測定し決定する。

試験結果を図59-6-2に示す。3回の測定結果から求まる回帰曲線
（通気特性式）より，中央制御室内を隣接区画＋20Pa以上＋

40Pa未満の範囲内で陽圧化する必要風量は

未満となる。よって，必要な空気供給量は上記風量に

設計裕度をもった4,500～6,000m3/h（6号炉側から1,125～

1,500m3/h/台×２台，7号炉側から1,125～1,500m3/h/台×２
台）とする。

試験結果を図59-6-2に示す。3回の測定結果から求まる回帰曲線
（通気特性式）より，中央制御室内を隣接区画＋20Pa以上＋

40Pa未満の範囲内で陽圧化する必要風量は

未満となる。よって，必要な空気供給量は上記風量に

設計裕度をもった4,500～6,000m3/h（6号炉側から1,125～

1,500m3/h/台×２台，7号炉側から1,125～1,500m3/h/台×２
台）とする。

補足説明
資料
59-6

補足説明
資料
59-6

59-6-225

59-6-426

⑤
（他条文横並び
による条件明確

化）

⑤
（設計値誤り訂

正）

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室

章/項番号： 59-6   容量設定根拠

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

【設定根拠】 【設定根拠】
　（２）必要ボンベ本数 　（２）必要ボンベ本数
中央制御室待避室を10時間陽圧化する必要最低限のボンベ本数

は二酸化炭素濃度基準換気量の95.5m3/h及びボンベ供給可能空

気量5.50m3/本から下記の通り174本となる。

中央制御室待避室を10時間陽圧化する必要最低限のボンベ本数

は二酸化炭素濃度基準換気量の95.5m3/h及びボンベ供給可能空

気量5.50m3/本から下記の通り174本となる。
　　　・ボンベ初期充填圧力：14.7MPa（at 35℃） 　　　・ボンベ初期充填圧力：14.7MPa（at 35℃）
　　　・ボンベ内容積：46.7L 　　　・ボンベ内容積：46.7L
　　　・圧力調整弁最低制御圧力：0.89MPa 　　　・圧力調整弁最低制御圧力：0.89MPa

　　　・ボンベ供給可能空気量：5.50m3/本（at -4℃） 　　　・ボンベ供給可能空気量：5.50m3/本（at -4℃）
　　　以上より，必要ボンベ本数は下記の通り174本以上とな 　　　以上より，必要ボンベ本数は下記の通り174本以上とな

95.5m3/h÷5.50m3/本×10時間 95.5m3/h÷5.50m3/本×10時間
=173.6 =173.7
≒174本 ≒174本
設備の公称値としては予備を含めて合計で194本を設置する。 設備の公称値としては予備を含めて合計で194本を設置する。

また，中央制御室待避室においては，上記の95.5m3/hで必要差
圧が60Pa以上確保可能な気密性を有する設計とする。

また，中央制御室待避室においては，上記の95.5m3/hで必要差
圧が60Pa以上確保可能な気密性を有する設計とする。

補足説明
資料
59-6

27
⑤

（設計値誤り訂
正）

59-6-6
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

28
補足説明

資料
59-6

59-6-7

図59-6-3　機能毎に必要な通信連絡設備（発電所内） 図59-6-3　機能毎に必要な通信連絡設備（発電所内）

②
（免震重要棟内
緊急時対策所削
除による記載適

正化）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

29
補足説明

資料
59-6

59-6-8

図59-6-4　機能毎に必要な通信連絡設備（発電所内） 図59-6-4　機能毎に必要な通信連絡設備（発電所内）

②
（免震重要棟内
緊急時対策所削
除による記載適

正化）

30
補足説明

資料
59-6

59-6-24

非常用ガス処理系排風機（容量，原動機出力）の根拠説明書  (未記載)
②

（被ばく低減設
備の追加）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

31
補足説明

資料
59-7

添 59-7-4
⑤

（差圧計追加）

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室
章/項番号： 59-7 保管場所図

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

18/134



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

32 59-8 ― ― 変更点なし―

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室

章/項番号： 59-8  アクセスルート図

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

33
補足説明

資料
59-9

②
（第二ガスター
ビン発電機の扱
い変更，デザイ

ン見直し）

34
補足説明

資料
59-9

②
（第二ガスター
ビン発電機の扱
い変更，デザイ

ン見直し）

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室

章/項番号： 59-9　その他設備

59-10-5-21

59-10-5-22

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

 
図 59-2-1 6 号炉常設代替交流電源設備系統図（ガスタービン発電機～緊急用 M/C～中央制御室） 

 
図 59-2-2 7 号炉常設代替交流電源設備系統図（ガスタービン発電機～緊急用 M/C～中央制御室）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

35

補足説明
資料
59-10
1.1

添
59-10-
1-5

③
(被ばく評価条
件見直し)

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 1.1 新規制基準への適合方針

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

36

補足説明
資料
59-10
1.1

添
59-10-
1-7

④
(43条共-1との
記載統一)

37

補足説明
資料
59-10
1.1

添
59-10-
1-8

④
(43条共-1との
記載統一)
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

38

補足説明
資料
59-10
1.2

－ － 変更点なし－

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10設備概要

章/項番号： 1.2 設計における想定シナリオ

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

23/134



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

39

補足説明
資料
59-10
2.1
2.1.1

59-10-
2-1

（１）監視カメラ
発電用原子炉施設に影響を及ぼす可能性のある自然現象等
（洪水，風（台風），竜巻，低温（凍結），降水，積雪，落
雷，地滑り，火山の影響，生物学的事象，森林・近隣工場等
の火災，飛来物（航空機落下等），船舶の衝突，及び地震，
津波）及び発電所構内の状況を，7号炉原子炉建屋屋上主排気
筒に設置する津波監視カメラ，6号炉，7号炉スクリーン海側
等に設置する構内監視カメラの映像により，昼夜にわたり監
視できる設計とする。

（１）監視カメラ
発電用原子炉施設に影響を及ぼす可能性のある自然現象等
（洪水，風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，地滑
り，火山の影響，生物学的事象，森林・近隣工場等の火災，
飛来物（航空機落下等），船舶の衝突，及び地震，津波）及
び発電所構内の状況を，７号炉原子炉建屋屋上主排気筒に設
置する津波監視カメラ，６号炉，７号炉スクリーン海側等に
設置する構内監視カメラの映像により，昼夜にわたり監視で
きる設計とする。

④低温（他条文
との記載統一）

40

補足説明
資料
59-10
2.1
2.1.1

59-10-
2-1

（２）取水槽水位計
津波の襲来及び津波挙動の把握が可能な設計とする。

（２）取水槽水位計
津波来襲時の海水面水位変動を監視できる設計とする。

④津波（他条文
との記載統一）

41

補足説明
資料
59-10
2.1
2.1.1

59-10-
2-1

（４）公的機関等の情報を入手するための設備
公的機関からの地震，津波，竜巻，雷，降雨予報，天気図，台
風情報等を入手するために，中央制御室にテレビ，電話，FAX等
を設置している。

（４）公的機関等の情報を入手するための設備
公的機関からの地震，津波，竜巻，雷，降雨予報，天気図，
台風情報等を入手するために，中央制御室に電話，FAX等を設
置している。

⑤
（テレビ記載）

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 2.1 中央制御室から外の状況を把握する設備について

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

42

補足説明
資料
59-10
2.1

2.1.2

添
59-10-
2-5

津波監視カメラは，7号炉原子炉建屋屋上に設置された排気筒の
T.M.S.L.+76mの位置に2台設置し，水平360°，垂直90°の旋回
が可能な設備とすることで，津波の襲来及び津波挙動の察知
と，その影響の俯瞰的な把握が可能な設計とする。また，赤外
線撮像機能をを有したカメラを用い，かつ中央制御室から監視
可能な設備とすることで，昼夜を問わない継続した監視を可能
とする。

津波監視カメラは，遠方からの津波の接近を適切に監視できる
位置・方向に設置するとともに，放水口及び取水口における津
波の来襲状況を適切に監視できる位置・方向に設置している。
また津波監視カメラは基準津波（T.M.S.L.8,500）の影響を受け
ることがない高所（７号炉原子炉建屋屋上主排気筒）に１台設
置している。

⑤
（取付高さの記

載適正化）

43

補足説明
資料
59-10
2.1

2.1.2

添
59-10-
2-6

⑤
（カメラ仕様の
記載適正化）

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

ページ番号

章/項番号： 2.1 中央制御室から外の状況を把握する設備について

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

表2.1-1 津波監視カメラの概要 

  津波監視カメラ 

外観 

 

カメラ構成 可視光と赤外線のデュアルカメラ 

ズーム デジタルズーム４倍 

遠隔可動 
上下左右可能 

（垂直±90°／水平360°） 

暗視機能 あり（赤外線カメラ） 

耐震性 基準地震動に対し機能維持 

電源供給 代替交流電源設備から給電可能 

風荷重 風速100m/secによる荷重を考慮 

積雪荷重 積雪100cmによる荷重を考慮 

台数 7号炉原子炉建屋屋上主排気筒（６号炉７号炉共用）２台
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

44

補足説明
資料
59-10
2.1

2.1.2

添
59-10-
2-6

⑤
（カメラ仕様記
載の適正化）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

45

補足説明
資料
59-10
2.1

2.1.2

添
59-10-
2-7

⑤
（カメラ画角の
記載適正化）

図2.1-4 6号炉，7号炉原子炉施設と津波監視カメラ 図2.1-4 6号炉，7号炉原子炉施設と津波監視カメラ
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

46

補足説明
資料
59-10
2.1
2.1.3

添
59-10-
2-15

②
免震重要棟内
緊急時対策所他
記載見直し

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 2.1 中央制御室から外の状況を把握する設備について

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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x0026731
四角形

x0026731
四角形



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

47

補足説明
資料
59-10
2.1
2.1.4

添
59-10-
2-16

④
（他条文進捗の

反映）

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 2.1 中央制御室から外の状況を把握する設備について

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

29/134



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

48

補足説明
資料
59-10
2.1
2.1.5

添
59-10-
2-17

②気圧
（気圧計器計測
レンジ反映）

④気温
（他条文との記
載統一）

④水位
（他条文との記
載統一）

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 2.1 中央制御室から外の状況を把握する設備について

ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

49

補足説明
資料
59-10
2.2
2.2.1

添
59-10-
2-18

②使用時間
(計測器仕様の

反映)

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 2.2 酸素濃度計等について

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

50

補足説明
資料
59-10
2.3

添
59-10-
3-20

チェンジングエリアは，要員の被ばく低減の観点からコント
ロール建屋内，かつ中央制御室陽圧化バウンダリに隣接した場
所に設営する。また，チェンジングエリア付近の全照明が消灯
した場合を想定し，乾電池内蔵型照明を配備する。中央制御室
のチェンジングエリア設営場所及び概略図を図2.3-1に示す。

また，チェンジングエリアの設営は，保安班員2名で，約60分
を想定している。チェンジングエリアの設営のタイムチャート
を図2.3-2に示す。

チェンジングエリアは，要員の被ばく低減の観点からコント
ロール建屋内，かつ中央制御室バウンダリに隣接した場所に設
営する。また，チェンジングエリア付近の全照明が消灯した場
合を想定し，乾電池内蔵型照明を配備する。中央制御室のチェ
ンジングエリア設営場所及び概略図を図2.3-1に示す。 ⑤

(設営時間追記)

51

補足説明
資料
59-10
2.3

添
59-10-
3-22

―
⑤

(設営タイム
チャート追記)

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 2.3 汚染の持ち込み防止について

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

手順の項目

チェンジングエリ
ア設置手順
（中操）

保安班
2
名

経過時間（分）

要員

０ 10 20 30 40 50 60

資機材準備

エリア設置

▽設置指示
チェンジングエリア▽
設置完了

 

図 2.3-2 チェンジングエリアの設営のタイムチャート 
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

52

補足説明
資料
59-10
2.4

2.4.1

添
59-10-
2-2

中央制御室待避室は，陽圧化装置により中央制御室換気空調系
バウンダリ内の遮蔽に囲まれた気密空間を陽圧化し，外気の流
入を一定時間完全に遮断することで，重大事故発生後の格納容
器圧力逃がし装置を作動させる際のプルームの影響による運転
員の被ばくを低減することが可能な設計とする。

中央制御室待避室は，空気ボンベ陽圧化設備により中央制御室
換気空調系バウンダリ内の遮蔽に囲まれた気密空間を陽圧化
し，外気の流入を一定時間完全に遮断することで，重大事故発
生後の格納容器圧力逃がし装置を作動させる際のプルームの影
響による運転員の被ばくを低減することが可能な設計とする。

②
（設備名称改

め）

53

補足説明
資料
59-10
2.4

2.4.1

添
59-10-
2-2

②
（建屋外

接続口記載
更新）

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 2.4 重大事故が発生した場合に運転員がとどまるための設備について

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

54

補足説明
資料
59-10
2.4

2.4.2

添
59-10-
2-2

2.4.2　中央制御室及び中央制御室待避室陽圧化バウンダリの設
計差圧中央制御室及び中央制御室待避室陽圧化バウンダリは，
配置上，動圧の影響を直接受けない屋内に設置されているた
め，室内へのインリークは隣接区画との温度差によるものと考
えられる。低温及び高温の設計基準については，観測記録（気
象庁アメダス）年超過確率評価を踏まえ最低気温が最も小さ
く，及び最高気温が最も大きくなる値を設計基準として定め
た。評価の結果，統計的な処理による年超過確率10-4/年の値と
して最低気温は-15.2℃，及び最高気温は38.8℃となった。
中央制御室及び中央制御室待避室陽圧化バウンダリの設計に際
しては，重大事故等時の室内の温度を中央制御室のあるコント
ロール建屋の設計最高温度40℃，隣接区画を年超過確率10-4/年
の値よりも厳しい最低温度-17.0℃と仮定すると，中央制御室及
び中央制御室待避室の階層高さは最大6mであるため，以下のと
おり約15Paの圧力差があれば，温度の影響を無視できると考え
られる。
⊿P＝{(-17.0℃の乾き空気密度)－(＋40℃の乾き空気の密度)}
×階層高さ ＝1.506 kg/m2　　≒15Pa

2.4.2　中央制御室及び中央制御室待避室陽圧化バウンダリの設
計差圧
中央制御室及び中央制御室待避室陽圧化バウンダリは，配置
上，動圧の影響を直接受けない屋内に設置されているため，室
内へのインリークは隣接区画との温度差によるものと考えられ
る。
重大事故等発生時の室内の温度を中央制御室のあるコントロー
ル建屋の設計最高温度40℃，隣接区画を外気の設計最低温度-
17℃と仮定すると，中央制御室及び中央制御室待避室の階層高
さは最大6mであるため，以下のとおり約15Paの圧力差があれ
ば，温度の影響を無視できると考えられる。

　　⊿P＝{(－17℃の乾き空気密度)－(＋40℃の乾き空気の密
度)}×階層高さ
　　　 ＝（1.378－1.127）×6
＝1.506 kg/m2
≒15Pa

④
（他条文との
記載統一）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

55

補足説明
資料
59-10
2.4

2.4.3

添
59-10-
2-5

重大事故等発生時の中央制御室の陽圧化装置の系統概要を図
2.4-4に示す。

重大事故等発生時の中央制御室の空気ボンベ陽圧化設備の系統
概要を図2.4-4に示す。

⑤
（記載の適正

化）

56

補足説明
資料
59-10
2.4

2.4.3

添
59-10-
2-5

⑤
（記載の適正

化）

57

補足説明
資料
59-10
2.4

2.4.3

添
59-10-
2-7

試験結果を図2.4-7に示す。3回の測定結果から求まる回帰曲線
（通気特性式）より，中央制御室内を隣接区画＋20Pa以上＋

40Pa未満の範囲内で陽圧化する必要風量は

となる。よって，設計風量は上記風量に設計裕度

をもった4,500～6,000m
3
/h （6号炉側から1,125～1,500m

3
/h/

台×2台，7号炉側から1,125～1,500m
3
/h/台×2台とする。）

試験結果を図2.4-7に示す。3回の測定結果から求まる回帰曲線
（通気特性式）より，中央制御室内を隣接区画＋20Pa以上＋

40Pa未満の範囲内で陽圧化する必要風量は

となる。よって，設計風量は上記風量に設計裕度

をもった4,500～6,000m
3
/h（6号炉側から2,250～3,000m

3
/h，7

号炉側から2,250～3,000m
3
/h）とする。

⑤
（記載の適正

化）

ページ番号

章/項番号： 2.4 重大事故が発生した場合に運転員がとどまるための設備について

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

図 2.4-4 中央制御室換気空調系（陽圧化装置） 

 系統概要図 

（重大事故等発生時，プルーム通過前及びプルーム通過後） 

図 2.4-4 中央制御室換気空調系（空気ボンベ陽圧化設備） 

 系統概要図 

（重大事故等発生時，プルーム通過前及びプルーム通過後） 

35/134

x0026731
四角形

x0026731
四角形

x0026731
四角形

x0026731
四角形



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

58

補足説明
資料
59-10
2.4

2.4.4

添
59-10-
2-16

(4)　陽圧化装置
　a．系統構成
中央制御室待避室の陽圧化装置の系統概要図を図2.4-16に示
す。

(4)　空気ボンベ陽圧化設備
　a．系統構成
中央制御室待避室の空気ボンベ陽圧化設備の系統概要図を図
2.4-16に示す。

②
(設備名称改訂)

59

補足説明
資料
59-10
2.4

2.4.4

添
59-10-
2-16

②
(設備名称改訂)

60

補足説明
資料
59-10
2.4

2.4.4

添
59-10-
2-18

 
c．必要ボンベ本数
 

なお，中央制御室待避室においては陽圧化試験を実施し必

要ボンベ本数が10時間
※
陽圧化維持するのに十分であること

の確認を実施し，予備のボンベ容量について決定する。

※格納容器ベントの実施に伴い評価期間中に放出される放射
性物質のうち，大部分が放出される期間（数時間）に余裕を
持たせ，陽圧化装置による陽圧化時間を10時間と設定

 
c．必要ボンベ本数
 

なお，中央制御室待避室においては陽圧化試験を実施し必
要ボンベ本数が10時間陽圧化維持するのに十分であることの
確認を実施し，予備のボンベ容量について決定する。 ②

(設備名称改訂)

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 2.4 重大事故が発生した場合に運転員がとどまるための設備について

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

61

補足説明
資料
59-10
2.4

2.4.4

添
59-10-
2-19

　e．カードル式空気ボンベユニット（空気ボンベカードル車）
運転員の更なる被ばく線量低減のため，自主対策設備

として空気ボンベ陽圧化時間の延長を可能とする空気ボンベ
カードル車を配備する。空気ボンベカードル車は建屋外から空
気ボンベを接続可能な設計とする。
カードル式空気ボンベユニットの概念図を図2.4-18に示す。
カードル式空気ボンベユニットは，重大事故等発生時において
屋外の接続口に高圧ホースを介して接続することで，コント
ロール建屋内から常設の陽圧化装置側との切替え操作が可能な
設計とする。

なお，カードル式空気ボンベユニットの空気ボンベ
は，常設の陽圧化装置の空気ボンベと同等の174本以上の容量を
確保可能な設計とする。ボンベユニット必要空気量，必要供給
量については，前出2.4.4(4) b.ならびにc.と同様の設計とす
る。

　e．カードル式空気ボンベユニット（空気ボンベカードル車）
運転員の更なる被ばく線量低減として，空気ボンベ陽

圧化時間の延長を可能とするため，空気ボンベカードル車を配
備することで，外部から空気ボンベを接続可能な設計とする。
カードル式空気ボンベユニットの概念図を図2.4-18に示す。
カードル式空気ボンベユニットは，重大事故等発生時において
屋外の接続口に高圧ホースを介して接続することで，コント
ロール建屋内から常設の空気ボンベ陽圧化設備側との切り替え
操作が可能な設計とする。

なお，カードル式空気ボンベユニットの空気ボンベ
は，常設の空気ボンベ陽圧化設備の空気ボンベと同等の174本以
上の容量を確保可能な設計とする。ボンベユニット必要空気
量，必要供給量については，前出2.4.4(4) b.ならびにc.の通
り。

⑤
(自主設備の記

載充実化)
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

62

補足説明
資料
59-10
2.4

2.4.4

添
59-10-
2-21

⑤
(記載適正化)
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

63

補足説明
資料
59-10
2.4

2.4.4

添
59-10-
2-22

(6)　通信連絡設備

また，衛星電話設備及び無線連絡設備のうち中央制御室に設置
する衛星電話設備（常設）及び無線連絡設備（常設）は，中央
制御室待避室においても使用できる設計とする。無線連絡設備
（常設）及び衛星電話設備（常設）は，6号及び7号炉用に各々1
台ずつ使用できる設計とする。

中央制御室待避室における通信連絡設備の概要を図2.4-21に示
す。

(6)　通信連絡設備

また，中央制御室待避室において，運転員が緊急時対策所及び
屋外と通信連絡できるよう，中央制御室待避室には，無線連絡
設備（常設）（待避室）及び衛星電話設備（常設）（待避室）
を設置する設計とする。無線連絡設備（常設）（待避室）及び
衛星電話設備（常設）（待避室）は，６号及び７号炉用に各々1
台ずつ設置する。
中央制御室待避室における通信連絡設備の概要を図2.4-21に示
す。

②設備分類変更
(居住性→通信
設備)に伴う，
設備名称変更

64

補足説明
資料
59-10
2.4

2.4.4

添
59-10-
2-24

②
(免震重要棟内
緊急時対策所削

除)
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

65

補足説明
資料
59-10
2.4

2.4.4

添
59-10-
2-26

⑤
(使用時間に関
する記載仕様適

正化)

66

補足説明
資料
59-10
2.4

2.4.4

添
59-10-
2-26

⑤
(使用時間に関
する記載仕様適

正化)
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

2.5 重大事故等時の電源設備について 2.5 重大事故等時の電源設備について
中央制御室には，重大事故等が発生した場合においても運転員
がとどまるために必要な設備（図2.5-1に示す空調及び図2.5-2
に示す照明）を設置している。これらの設備については，重大
事故等が発生した場合にも，図2.5-3に示すとおり常設代替交流
電源設備である第一ガスタービン発電機（以下，単に「ガス
タービン発電機」という）からの給電が可能な設計とする。

中央制御室には，重大事故等が発生した場合においても運転員
がとどまるために必要な設備（図2.5-1に示す空調及び図2.5-2
に示す照明）を設置している。これらの設備については，重大
事故等が発生した場合にも，図2.5-3に示すとおり代替交流電源
設備（第一ガスタービン発電機及び第二ガスタービン発電機，
以下単にガスタービン発電機）からの給電を可能としている。

ガスタービン発電機の容量は，中央制御室の居住性（重大事
故等）に係る被ばく評価で想定する格納容器破損モードのう
ち，中央制御室の運転員の被ばくの観点から結果が最も厳しく
なる事故収束に成功した事故シーケンスとして，冷却材喪失時
に非常用炉心冷却系の機能及び全交流動力電源が喪失（以下，
大LOCA＋注水機能喪失＋全交流動力電源喪失）に対して，表
2.5-1に示すとおり十分な電源供給容量を確保している。

ガスタービン発電機の容量は，中央制御室の居住性（重大事
故等）に係る被ばく評価で想定する格納容器破損モードのう
ち，中央制御室の運転員の被ばくの観点から結果が最も厳しく
なる事故収束に成功した事故シーケンスとして，冷却材喪失時
に非常用炉心冷却系の機能及び全交流動力電源が喪失（以下，
大LOCA＋注水機能喪失＋全交流動力電源喪失）に対して，表
2.5-1に示すとおり十分な電源供給容量を確保している。

②（第二ガス
タービン発電機
の記載削除他記
載の適正化）

照明については，全交流動力電源喪失発生からガスタービン
発電機による給電が開始されるまでの間，図2.5-4に示す直流非
常灯に加え，12時間以上無電源で点灯する蓄電池内蔵型照明を
配備しており，ガスタービン発電機から給電を再開するまでの
間（事故発生後70分以内）の照明は確保できる。

照明については，全交流動力電源喪失発生からガスタービン
発電機による給電が開始されるまでの間，図2.5-4に示す直流非
常灯に加え，12時間以上無電源で点灯する蓄電池内蔵型照明を
配備しており，ガスタービン発電機から給電を再開するまでの
間（事故発生後70分以内）の照明は確保できる。

ガスタービン発電機による給電が開始された後については，
中央制御室内の非常用照明にて照明は確保できる。なお，中央
制御室の全照明が消灯した場合には，可搬型蓄電池内蔵型照明
により，必要な照度を確保可能な設計とする。

ガスタービン発電機による給電が開始された後については，
中央制御室内の非常用照明にて照明は確保できる。一方，中央
制御室の全照明が消灯した場合には，代替交流電源設備である
ガスタービン発電機から給電する可搬型蓄電池内蔵型照明によ
り，必要な照度を確保する。

また，運転員のシミュレーション訓練において全交流動力電
源喪失を想定した訓練により，直流非常灯下で対応操作ができ
ることを確認しているとともに，中央制御室内の非常用照明が
使用できない場合にも必要な照度を確保できるよう，可搬型蓄
電池内蔵型照明を配備する。仮にこれら照明が活用できない場
合のため，ランタンタイプLEDライト，ヘッドライト等の乾電池
内蔵型照明を中央制御室に備えており，それらも活用した訓練
を実施している。

また，運転員のシミュレーション訓練において全交流動力電
源喪失を想定した訓練により，直流非常灯下で対応操作ができ
ることを確認しているとともに，中央制御室内の非常用照明が
使用できない場合にも必要な照度を確保できるよう，可搬型蓄
電池内蔵型照明を配備する。仮にこれら照明が活用できない場
合のため，ランタンタイプLEDライト，ヘッドライト等の乾電池
内蔵型照明を中央制御室に備えており，それらも活用した訓練
を実施している。

67

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 2.5 重大事故等時の電源設備について

補足説明
資料
59-10
2.5

59-10-
2-27

添

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

41/134



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

68

補足説明
資料
59-10
2.5

添
59-10-
2-28

図2.5-1　中央制御室空調設備の概要（重大事故等時） 図2.5-1　中央制御室空調設備の概要（重大事故等時）

⑤（自主設備の
屋外接続口の記

載見直し）

69

補足説明
資料
59-10
2.5

添
59-10-
2-29

図2.5-3　6号炉中央制御室　給電系統概要図（重大事故等時） 図2.5-3　6号炉中央制御室　給電系統概要図（重大事故等時）

②（第二ガス
タービン発電機
の記載削除）C/B

MB2F

GTG

MCC 6C-1-7

非常用低圧
母線 6D-1

非常用低圧
母線 6C-1

非常用高圧
母線 6C

非常用高圧
母線 6D

AM用
動力変圧器R/B 4F

R/B B1F

R/B B1F

MCC 6D-1-7

非常用所内電気設備
【区分Ⅰ】

非常用所内電気設備
【区分Ⅱ】

代替所内電気設備

動力変圧器 動力変圧器

C/B B1F C/B B1F

MCC 6D-1-8

C/B B1F

(6A)

D/G

C/B
B1F

直
流

1
2
5V
充

電
器

C/B
MB2F

直流125V
主母線盤

直流125V分電盤

C/B
B1F

交流120V
バイタル
分電盤

C/B
B1F

直
流

1
2
5
V
充
電

器

直流125V
主母線盤

直流125V分電盤

交流120V
バイタル
電源装置

・データ伝送装置
・無線連絡設備（常設）
・衛星電話設備（常設）
・無線連絡設備（常設）
（中央制御室待避室）
・衛星電話設備（常設）
（中央制御室待避室）

直流非常灯
（中央制御室）

直流非常灯
（中央制御室）

(6B)

D/G

電源
車 電源

車

R/B B1F R/B B1F

C/B 2F

緊急用電源切替箱断路器

常設代替
交流電源設備

７号炉タービン建屋南側

第一ガスタービン発電機

緊急用
電源切替箱
接続装置6A

緊急用
電源切替箱
接続装置6B

GTG

７号炉へ

緊急用
断路器

AM用MCC 6B

C/B
1F

中央制御室可搬
型陽圧化空調機

可搬型
空気浄化装置

C/B
1F

・非常照明
・可搬型蓄電池内蔵型
照明（中央制御室）

・中央制御室待避室用
非常照明（共用）

中央制御室
計測用電源
切替盤

交流120V中央
制御室計測用
分電盤

・可搬型蓄電池内蔵型
照明

（中央制御室待避室）
・データ表示装置
（中央制御室待避室）

常・非常用
照明分電盤

常・非常用
照明分電盤

（略語）

R/B：原子炉建屋

C/B：コントロール建屋

MCC：モータ・コントロール・センタ

R/B B1F R/B B1F

MCC 6D-1-3MCC 6C-1-3

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
排
風
機
（
Ｂ
）

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
乾
燥
装
置
（
加
熱
コ
イ
ル
）
（
Ｂ
）

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
排
風
機
（
Ａ
）

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
乾
燥
装
置
（
加
熱
コ
イ
ル
）
（
Ａ
）

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
乾
燥
装
置
入
口
弁
（
Ａ
）

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
隔
離
弁
（
Ａ
）

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
乾
燥
装
置
入
口
弁
（
Ｂ
）

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
隔
離
弁
（
Ｂ
）

計装設備 計装設備

【凡例】

：ガスタービン発電機

：非常用ディーゼル発電機

：遮断器

：断路器

：配線用遮断器

：接続装置

：切替装置

：直流125V蓄電池

GTG

D/G
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

70

補足説明
資料
59-10
2.5

添
59-10-
2-30

図2.5-4　7号炉中央制御室　給電系統概要図（重大事故等時） 図2.5-4　7号炉中央制御室　給電系統概要図（重大事故等時）

②（第二ガス
タービン発電機
の記載削除）

D/G

(7B)(7A)

MCC 7C-1-7 AM用MCC 7B MCC 7D-1-7

非常用低圧
母線 7D-1

非常用低圧
母線 7C-1

非常用高圧
母線 7C

非常用高圧
母線 7D

AM用
動力変圧器R/B 3F

R/B B1F

R/B B1F非常用所内電気設備
【区分Ⅰ】

非常用所内電気設備
【区分Ⅱ】

代替所内電気設備

動力変圧器 動力変圧器

C/B B1F

R/B 4F

D/G

交流120V中央
制御室計測用
主母線盤

交流120V中央
制御室計測用
分電盤

直
流

12
5V充

電
器

直流125V
主母線盤

直流125V分電盤

C/B B1F

直流非常灯
（中央制御室）

・可搬型蓄電池内蔵型
照明
（中央制御室待避室）

・データ表示装置
（中央制御室待避室）

電源
車

電源
車

R/B 2F R/B B1F

C/B 2F

緊急用電源切替箱断路器

緊急用
電源切替箱
接続装置7A

緊急用
電源切替箱
接続装置7B

GTG 常設代替
交流電源設備

７号炉タービン
建屋南側

第一ガスタービン発電機

GTG

６号炉へ

緊急用
断路器

C/B
1F

中央制御室可搬
型陽圧化空調機

C/B
B1F

交流120V
バイタル分電盤

交流120V
バイタル
電源装置

・津波監視カメラ（共用）
・無線連絡設備（常設）
・衛星電話設備（常設）
・無線連絡設備（常設）

（中央制御室待避室）
・衛星電話設備（常設）

（中央制御室待避室）

・非常用照明
・可搬型蓄電池内蔵型照明

（中央制御室）

常・非常用
照明分電盤

（略語）

R/B：原子炉建屋

C/B：コントロール建屋

MCC：モータ・コントロール・センタ

R/B B1F

MCC 7C-1-3

R/B B1F

MCC 7D-1-3

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
排
風
機
（
Ｂ
）

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
乾
燥
装
置
（
加
熱
コ
イ
ル
）
（
Ｂ
）

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
乾
燥
装
置
入
口
弁
（
Ｂ
）

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
隔
離
弁
（
Ｂ
）

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
排
風
機
（
Ａ
）

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
乾
燥
装
置
（
加
熱
コ
イ
ル
）
（
Ａ
）

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
乾
燥
装
置
入
口
弁
（
Ａ
）

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
隔
離
弁
（
Ａ
）

C/B
B1F

直
流

1
25V充

電
器

直流125V
主母線盤

直流125V分電盤

データ伝送装置

C/B
MB2F

計装設備

計装設備

C/B B1F

C/B B1F

・非常用照明

MCC 7D-1-6
C/B B1F

常・非常用
照明分電盤

C/B B1F

【凡例】

：ガスタービン発電機

：非常用ディーゼル発電機

：遮断器

：断路器

：配線用遮断器

：接続装置

：切替装置

：直流125V蓄電池

GTG

D/G
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

71

補足説明
資料
59-10
2.5

添
59-10-
2-31

②（設計進捗
設計見直し）

可搬型蓄電池内蔵型照明の照度は，図2.5-6に示すとおり大型表
示盤から約15mの机位置に設置した場合で，直流照明の設計値で
ある照度（１ルクス）に対し，大型表示盤表面で約20ルクスの
照度を確認し，監視操作が可能なことを確認している。

可搬型蓄電池内蔵型照明の照度は，図2.5-5に示すとおり大型表
示盤から約5mの主盤位置と約8mの机位置に設置した場合で，直
流照明の設計値である照度（１ルクス）に対し，大型表示盤表
面で約20ルクスの照度を確認し，監視操作が可能なことを確認
している。

同様に，重大事故等対処のための追加安全対策設備等を配置し
た裏盤について，図2.5-7に示すとおり可搬型蓄電池内蔵型照明
の照度は盤から約１mの位置に設置した場合で，制御盤表面で約
10ルクスの照度を確認し，監視操作が可能なことを確認してい
る。

同様に，重大事故等対処のための追加安全対策設備等を配置し
た裏盤について，図2.5-6に示すとおり可搬型蓄電池内蔵型照明
の照度は盤から約１mの位置に設置した場合で，制御盤表面で約
10ルクスの照度を確認し，監視操作が可能なことを確認してい
る。

72
②（設計進捗
設計見直し）

59-10-
2-33

補足説明
資料
59-10
2.5

添

44/134



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

73

補足説明
資料
59-10
3.1

添
59-10-
3-1

⑤（設備名称記
載適正化）

74

補足説明
資料
59-10
3.1

添
59-10-
3-2

（３）原子炉格納容器圧力逃がし装置作動後（待避解除）
運転員等は，原子炉格納容器圧力逃がし装置作動に伴うプルー
ム通過後は，中央制御室制御盤エリアの放射線量率を可搬型エ
リアモニタで確認した上で，緊急時対策所本部との協議の上，
中央制御室制御盤エリアでの対応を再開する。

（３）原子炉格納容器圧力逃がし装置作動後（待避解除）
運転員等は，原子炉格納容器圧力逃がし装置作動に伴うプルー
ム放出後は，中央制御室制御盤エリアの放射線量率を可搬型エ
リアモニタで確認した上で，緊急時対策所本部との協議の上，
中央制御室制御盤エリアでの対応を再開する。

⑤（プルーム記
載適正化）

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 3.1 中央制御室内待避室の運用について

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

75

補足説明
資料
59-10
3.1

添
59-10-
3-3

②（被ばく低減
設備の追加）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

76

補足説明
資料
59-10
3.2

添
59-10-
3-4

②
（免震重要棟内
緊急時対策所削

除）

⑤
マスク，ベスト
（記載適正化）

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 3.2 配備する資機材の数量について

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

・1.5倍の妥当性の確認について ・1.5倍の妥当性の確認について

【5号炉原子炉建屋内緊急時対策所】 【緊急時対策所】

補足説明
資料
59-10
3.2

添
59-10-
3-5

第２次緊急態勢時（1日目），１～7号炉対応の要員は緊急
時対策要員164名＋自衛消防隊10名であり，機能班要員84名，現
場要員80名及び自衛消防隊10名で構成されている。このうち，
本部要員は，5号炉原子炉建屋内緊急時対策所を陽圧化すること
により，防護具類を着用する必要がないが，全要員は12時間に
１回交替するため，2回の交替分を考慮する。また，現場要員80
名は，1日に6回現場に行くことを想定する。自衛消防隊は火災
現場には消防服で出向し，防護具類を着用する必要がないため
考慮しない。

参集要員召集後（1日目），１～７号炉対応の緊急時対策要
員数は164名＋自衛消防隊10名であり，機能班要員84名，現場要
員80名及び自衛消防隊10名で構成されている。このうち，本部
要員は，緊急時対策所を陽圧化することにより，防護具類を着
用する必要がないが，全要員は12時間に１回交替するため，２
回の交替分を考慮する。また，現場要員80名は，１日に６回現
場に行くことを想定する。自衛消防隊は火災現場には消防服で
出向し，防護具類を着用する必要がないため考慮しない。

⑤
（態勢記載

見直しによる人
数記載見直し）

プルーム通過以降（2日目以降），１～7号炉対応の要員は緊急
時対策要員111名＋5号炉運転員8名であり，機能班要員54名，現
場要員57名及び5号炉運転員8名で構成されている。このうち，
本部要員は，5号炉原子炉建屋内緊急時対策所を陽圧化すること
により，防護具類を着用する必要がないが，全要員は7日目以降
に1回交替するため，1回の交替分を考慮する。また，現場要員
は1日に2回現場に行くことを想定する。自衛消防隊は火災現場
には消防服で出向し，防護具類を着用する必要がないため考慮
しない。

プルーム通過以降（2日目以降），１～７号炉対応の緊急時対策
要員数は71名であり，機能班要員54名，現場要員17名及び自衛
消防隊10名で構成されている。このうち，本部要員は，緊急時
対策所を陽圧化することにより，防護具類を着用する必要がな
いが，全要員は７日目以降に１回交替するため，１回の交替分
を考慮する。また，現場要員は１日に６回現場に行くことを想
定する。自衛消防隊は火災現場には消防服で出向し，防護具類
を着用する必要がないため考慮しない。

174名×2交替＋80名×6回＋119名＋65名×2回×6日 174名×2交替＋80名×6回＋71名＋10名＋17名×6回×6日

＝1,727着＜1,890着 ＝1,521着＜1,890着

77
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

78

補足説明
資料
59-10
3.3

添
59-10-
3-8

⑤（チェンジン
グエリア設営時
期の明確化）

79

補足説明
資料
59-10
3.3(4)

添
59-10-
3-10

（4）チェンジングエリアの設営（考え方，資機材）
ａ.考え方
中央制御室への放射性物質の持ち込みを防止するため，図

3.3-2の設営フローに従い，図3.3-3のとおりチェンジングエリ
アを設営する。チェンジングエリアの設営は，保安班員2名で，
約60分を想定する。なお，チェンジングエリアが速やかに設営
できるよう定期的に訓練を行い，設営時間の短縮及び更なる改
善を図ることとしている。
チェンジングエリアの設営は，原子力防災組織の緊急時対策要
員（夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外））の保安班2名，又
は参集要員（10時間後までに参集）のうち，チェンジングエリ
アの設営に割り当てることができる要員で行う。設営の着手
は，保安班長が，原子力災害対策特別措置法第10条特定事象が
発生した後，事象進展の状況（格納容器雰囲気放射線レベル計
（CAMS）等により炉心損傷を判断した場合等），参集済みの要
員数及び保安班が実施する作業の優先順位を考慮して判断し，
速やかに実施する。

（４）チェンジングエリアの設営（考え方，資機材）
ａ.考え方
中央制御室への放射性物質の持ち込みを防止するため，図

3.3-2の設営フローに従い，図3.3-3のとおりチェンジングエリ
アを設営する。チェンジングエリアの設営は，保安班員2名で，
約60分を想定している。なお，チェンジングエリアが速やかに
設営できるよう定期的に訓練を行い，設営時間の短縮及び更な
る改善を図ることとする。
チェンジングエリアの設営は，原子力防災組織の要員（夜

間・休祭日）の保安班２名，または参集要員（10時間後までに
参集）のうち，チェンジングエリアの設営に割り当てることが
できる要員で行う。設営の着手は，保安班長が，原子力災害対
策特別措置法第10条特定事象が発生した後，事象進展の状況，
参集済みの要員数及び保安班が実施する作業の優先順位を考慮
して判断し，速やかに実施する。

⑤（要員呼称の
適正化）

⑤（チェンジン
グエリア設営時
期の明確化）

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 3.3 チェンジングエリアについて

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

80

補足説明
資料
59-10
3.3(3)

添
59-10-
3-10

⑤（設営材料の
適正化）

81

補足説明
資料
59-10
3.3(4)

添
59-10-
3-12

⑤（配備する資
機材記載の適正

化）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

82

補足説明
資料
59-10
3.3(5)

添
59-10-
3-14

ｃ.汚染検査
　チェンジングエリアにおける汚染検査手順は以下のとおり。
　　　・脱衣後，サーベイエリアに移動する。
　　　・サーベイエリアにて汚染検査を受ける。

・汚染基準を満足する場合は，中央制御室へ入室する。
汚染基準を超える場合は，除染エリアに移動する。
なお，保安班員でなくても汚染検査ができるように汚染検査

の手順について図示等を行う。また，保安班員は汚染検査の状
況について，適宜確認し，指導，助言をする。

ｃ.汚染検査
　チェンジングエリアにおける汚染検査手順は以下のとおり。
　　　・脱衣後，サーベイエリアに移動する。
　　　・サーベイエリアにて汚染検査を受ける。

・汚染基準を満足する場合は，中央制御室へ入室する。
汚染基準を満足しない場合は，除染エリアに移動する。
なお，保安班員でなくても汚染検査ができるように汚染検査

の手順について図示等を行う。また，保安班員は汚染検査の状
況について，適宜確認し，指導，助言をする。

⑤（運用基準の
記載適正化）

83

補足説明
資料
59-10
3.3(5)

添
59-10-
3-14

ｄ.除染
チェンジングエリアにおける除染手順は以下のとおり。
・汚染検査にて汚染基準を超える場合は，除染エリアに移動

する。
　・汚染箇所をウェットティッシュで拭き取りする。
　・再度汚染箇所について汚染検査する。

・汚染基準を超える場合は，簡易シャワーで除染する。
（簡易シャワーでも汚染基準を超える場合は，汚染箇所を養生
し，再度除染ができる施設へ移動する。）

ｄ.除染
チェンジングエリアにおける除染手順は以下のとおり。
・汚染検査にて汚染基準を満足しない場合は，除染エリアに

移動する。
　・汚染箇所をウェットティッシュで拭き取りする。
　・再度汚染箇所について汚染検査する。

・汚染基準を満足しない場合は，簡易シャワーで除染す
る。（簡易シャワーでも汚染基準を満足しない場合は，汚染箇
所を養生し，再度除染ができる施設へ移動する。）

⑤（運用基準の
記載適正化）

84

補足説明
資料
59-10
3.3(5)

添
59-10-
3-16

ｈ.チェンジングエリアの維持管理
保安班員は，チェンジングエリア内の表面汚染密度，線量率

及び空気中放射性物質濃度を定期的（1回/日以上）に測定し，
放射性物質の異常な流入や拡大がないことを確認する。
プルーム通過後にチェンジングエリアの出入管理を再開する

際には，表面汚染密度，線量率及び空気中放射性物質濃度の測
定を実施し，必要に応じチェンジングエリアの除染を実施す
る。なお，測定及び除染を行った要員は，脱衣エリアにて脱衣
を行う。

ｈ.チェンジングエリアの維持管理
保安班員は，チェンジングエリア内の表面汚染密度，線量当

量率及び空気中放射性物質濃度を定期的（1回/日以上）に測定
し，放射性物質の異常な流入や拡大がないことを確認する。

⑤（プルーム通
過度の運用につ
いての明確化）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

85

補足説明
資料
59-10
3.3(6)

添
59-10-
3-17

（6）チェンジングエリアに係る補足事項
ａ.可搬型空気浄化装置
チェンジングエリアには，更なる被ばく低減のため，可搬型

空気浄化装置を1台設置する。可搬型空気浄化装置は，最も汚染
が拡大するおそれのある脱衣エリアの空気を吸い込み浄化する
よう配置し，脱衣エリアを換気することで，中央制御室外で活
動した要員の脱衣による汚染拡大を防止する。中央制御室内へ
の汚染持込防止を目的とした可搬型空気浄化装置による換気が
できていることの確認は，チェンジングエリアのエアーテント
生地がしぼむ状態になっているかどうかを目視する等により確
認する。可搬型空気浄化装置は，脱衣エリアを換気できる風量
とし，仕様等を図3.3-5に示す。
なお，中央制御室はプルーム通過時には，原則出入りしない

運用とすることから，チェンジングエリアについても，プルー
ム通過時は，原則利用しないこととする。したがって，チェン
ジングエリア用の可搬型空気浄化装置についてもプルーム通過
時には運用しないことから，可搬型空気浄化装置のフィルタが
高線量化することでの居住性への影響はない。

（6）チェンジングエリアに係る補足事項
ａ.可搬型空気浄化装置
チェンジングエリアには，更なる被ばく低減のため，可搬型

空気浄化装置を1台設置する。可搬型空気浄化装置は，最も汚染
が拡大するおそれのある脱衣エリアの空気を吸い込み浄化し，
脱衣エリアを換気することで，中央制御室外で活動した要員の
脱衣による汚染拡大を防止する。中央制御室内への汚染持込防
止のため可搬型空気浄化装置で換気ができていることの確認
は，チェンジングエリアのエアーテント生地がしぼむ状態に
なっているかどうかを目視で確認する。可搬型空気浄化装置
は，脱衣エリアを換気できる風量とし，仕様等を図3.3-5に示
す。
なお，中央制御室は原子炉格納容器圧力逃がし装置の操作直

後には，原則出入りしない運用とすることから，チェンジング
エリアについても，原則利用しないこととする。したがって，
チェンジングエリア用の可搬型空気浄化装置についてもこの間
は運用しないことから，可搬型空気浄化装置のフィルタが高線
量化することでの居住性への影響はない。

⑤（運用基準の
記載適正化）

86

補足説明
資料
59-10
3.3(6)

添
59-10-
3-18

ｂ.チェンジングエリアの設営状況
チェンジングエリアは，靴脱ぎ場及び脱衣エリアの空間をエ

アーテントにより区画する。エアーテントの外観は図3.3-6のと
おりであり，高圧ボンベにより約3分間送風することで，展張す
ることが可能である。なお，展張は手動及びブロワによる送風
も可能な設計とする。
チェンジングエリア内面は，必要に応じて汚染の除去の容易

さの観点から養生シートを貼ることとし，一時閉鎖となる時間
を短縮している。また，エアーテントに損傷が生じた際は，速
やかに補修が行えるよう補修用の資機材を準備する。

ｂ.チェンジングエリアの設営状況
チェンジングエリアは，靴脱ぎ場及び脱衣エリアの空間をエ

アーテントにより区画する。エアーテントの外観は図3.3-6のと
おりであり，仕様は表3.3-3のとおり。チェンジングエリア内面
は，必要に応じて汚染の除去の容易さの観点から養生シートを
貼ることとし，一時閉鎖となる時間を短縮する。
また，エアーテントに損傷が生じた際は，速やかに補修が行

えるよう補修用の資機材を準備する。

⑤（運用方法に
ついての記載適

正化）
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87

補足説明
資料
59-10
3.3(6)

添
59-10-
3-19

ｃ.チェンジングエリアへの空気の流れ
中央制御室チェンジングエリアは，一定の気密性が確保され

たコントロール建屋内に設置し，図3.3-7のように，汚染の区分
ごとにエリアを区画し，汚染を管理する。
また，更なる被ばく低減のため，可搬型空気浄化装置を1台設

置する。可搬型空気浄化装置は，脱衣を行うホットエリアの空
気を吸い込み浄化し，ホットエリアを換気することで脱衣によ
る汚染拡大を防止するとともに，チェンジングエリア周辺を循
環運転することによりチェンジングエリア周辺の放射性物質を
低減する。
図3.3-7のようにチェンジングエリア内に空気の流れをつくる

ことで脱衣による汚染拡大を防止する。

ｃ.チェンジングエリアへの空気の流れ
中央制御室チェンジングエリアは，一定の気密性が確保され

たコントロール建屋内に設置し，図3.3-7のように，汚染の区分
ごとに空間を区画し，汚染を管理する。
また，更なる被ばく低減のため，可搬型空気浄化装置を1台設

置する。可搬型空気浄化装置は，脱衣を行うホットエリアの空
気を吸い込み浄化し，ホットエリアを換気することで脱衣によ
る汚染拡大を防止するとともに，チェンジングエリア周辺を循
環運転することによりチェンジングエリア周辺の放射性物質を
低減する。
図3.3-7のようにチェンジングエリア内に空気の流れをつくる

ことで，中央制御室に汚染を持ち込まないよう管理を行う。

⑤（運用方法に
ついての記載適

正化）

88

補足説明
資料
59-10
3.3(6)

添
59-10-
3-21

ｄ.チェンジングエリアでのクロスコンタミ防止について
中央制御室に入室しようとする要員に付着した汚染が，他の

要員に伝播することがないようサーベイエリアにおいて要員の
汚染が確認された場合は，汚染箇所を養生するとともに，サー
ベイエリア内に汚染が移行していないことを確認する。
サーベイエリア内に汚染が確認された場合は，一時的にチェ

ンジングエリアを閉鎖するが，速やかに養生シートを張り替え
る等により，要員の出入りに大きな影響は与えないようにす
る。ただし，中央制御室から緊急に現場に行く必要がある場合
は，張り替え途中であっても，退室する要員は防護具を着用し
ていることから，退室することは可能である。
また，中央制御室への入室の動線と退室の動線を分離するこ

とで，脱衣時の接触を防止する。なお，中央制御室から退室す
る要員は，防護具を着用しているため，中央制御室に入室しよ
うとする要員と接触したとしても，汚染が身体に付着すること
はない。

ｄ.チェンジングエリアでのクロスコンタミ防止について
中央制御室に入室しようとする要員に付着した汚染が，他の

要員に伝播することがないようサーベイエリアにおいて要員の
汚染が確認された場合は，汚染箇所を養生するとともに，サー
ベイエリア内に汚染が移行していないことを確認する。サーベ
イエリア内に汚染が確認された場合は，速やかに養生シートを
張り替える等により，要員の出入りに大きな影響は与えないよ
うにする。
また，中央制御室への入室の動線と退室の動線を養生シート

等で区画することで，脱衣時の接触を防止する。さらに，脱衣
エリアでは一人ずつ脱衣を行う運用とすることで，脱衣する要
員同士の接触を防止する。なお，中央制御室から退室する要員
は，防護具を着用しているため，中央制御室に入室しようとす
る要員と接触したとしても，汚染が身体に付着することはな
い。

⑤（運用方法に
ついての記載適

正化）

53/134



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】
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89

補足説明
資料
59-10
3.3(8)

添
59-10-
3-22

（8）中央制御室におけるマスク着用の要否について
炉心損傷判断後に運転員が中央制御室に滞在する場合，又は

現場作業を実施する際に全面マスクを着用する。

（8）中央制御室におけるマスク着用の要否について
中央制御室内は，中央制御室可搬型陽圧化空調機により陽圧

化することで希ガス以外の放射性物質の流入防止対策を行って
いるため，マスク着用は不要とする。

②（原子炉建屋
の漏えい率の変
更により、マス
ク着用について
記載することと

した）

90

補足説明
資料
59-10
3.3(11)

添
59-10-
3-23

（11）保安班の緊急時対応のケーススタディ
保安班は，チェンジングエリアの設置以外に，緊急時対策所

の可搬型陽圧化空調機運転(60分)，可搬型エリアモニタの設置
（20分），可搬型モニタリングポストの設置(最大435分)，可搬
型気象観測装置の設置(90分)を行うことを想定している。これ
ら対応項目の優先順位については，保安班長が状況に応じ判断
する。以下にタイムチャートの例を示す。なお，緊急時対策所
のチェンジングエリアは，北東側ルートを設営した場合(90分)
を想定する。
例えば，平日の勤務時間帯に事故が発生した場合（ケース

①）には，全ての対応を並行して実施することになる。また，
夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に事故が発生した場合
で，原子力災害対策特別措置法第10条発生直後から周辺環境が
汚染してしまうような事象が発生した場合（ケース②）は，原
子力防災組織の緊急時対策要員の保安班2名で，チェンジングエ
リアの設営を優先し，次に可搬型モニタリングポスト等の設置
を行うことになる。

（11）保安班の緊急時対応のケーススタディー
保安班は，5号炉原子炉建屋内緊急時対策所を使用することが

決定した場合，チェンジングエリアの設置以外に，緊急時対策
所の可搬型陽圧化空調機運転(50分)，可搬型エリアモニタの設
置（30分），可搬型モニタリングポストの設置(最大420分)，可
搬型気象観測装置の設置(90分)を行うことを技術的能力にて説
明している。これら対応項目の優先順位については，保安班長
が状況に応じ判断する。以下にタイムチャートを示す。
例えば，平日昼間に事故が発生した場合（ケース①）には，

すべての対応を並行して実施することになる。また，夜間・休
祭日に事故が発生した場合で，10条発生直後から周辺環境が汚
染してしまうような事象が発生した場合（ケース②）は，原子
力防災組織の要員の保安班2名で，チェンジングエリアの設営を
優先し，次に可搬型モニタリングポスト等の設置を行うことに
なる。

⑤（他条文との
整合性を図っ

た）
⑤（運用基準の
適正化）
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④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

91

補足説明
資料
59-10
3.3(11)

添
59-10-
3-23

⑤（運用基準の
適正化）

92

補足説明
資料
59-10
3.3(11)

添
59-10-
3-23

⑤（運用基準の
適正化）
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93

補足説明
資料
59-10
3.4

添
59-10-
3-1

○ 地震
6号炉及び7号炉中央制御室の大型表示盤付近で被災した場合，
運転員は制御盤への誤接触，運転員自身の転倒を防止するた
め，制御盤の手摺にて安全を確保するとともに警報発信状況等
の把握に努める。また地震時においても運転員が必要な監視操
作を行うことができるよう，中央制御室は基準地震動Ssに対し
耐震性を有するコントロール建屋2階に設置するとともに，制御
盤は必要な耐震性を有する設計とする。

○ 地震
6号炉及び7号炉中央制御室の大型表示盤付近で被災した場合，
運転員は制御盤への誤接触，自身の転倒を防止するため，制御
盤の手摺にて安全を確保するとともに警報発信状況等の把握に
努める。また地震時においても運転員が必要な監視操作を行う
ことができるよう，中央制御室は耐震Ｓクラスのコントロール
建屋２階に設置するとともに，制御盤は必要な耐震性を有する
設計とする。

⑤
（耐震性記載適

正化）

94

補足説明
資料
59-10
3.4

添
59-10-
3-1

○ 津波
6号炉及び7号炉中央制御室を設置する敷地における基準津波の
最高水位はT.M.S.L.+8.3m程度である。6号炉及び7号炉中央制御
室を設置しているコントロール建屋は敷地高さT.M.S.L.+12mに
施設されており，また6号炉及び7号炉中央制御室はコントロー
ル建屋2階フロア（T.M.S.L.+17.3m）に設置している。このこと
より，6号炉及び7号炉中央制御室及びアクセスルートは基準津
波の影響を受けない設計とする。

○ 津波
6号炉及び7号炉中央制御室を設置する敷地における基準津波の
最高水位はT.M.S.L.8,500程度である。6号炉及び7号炉中央制御
室を設置しているコントロール建屋は敷地高さT.M.S.L.12,000
に施設されており，また6号炉及び7号炉中央制御室はコント
ロール建屋２階フロア（T.M.S.L.17,300）に設置している。こ
のことより，6号炉及び7号炉中央制御室及びアクセスルートは
基準津波の影響を受けない設計とする。

④
（他条文との記

載統一）

表3.4-1 中央制御室に同時にもたらされる環境条件への対応
(1/2)
起因事象

表3.4-1 中央制御室に同時にもたらされる環境条件への対応
(1/2)
起因事象

地震 地震
風（台風） 竜巻・台風
竜巻 積雪（暴風雪）
低温（凍結） 落雷
降水 外部火災
積雪 （森林火災）
落雷 火山
地滑り

59-10-
3-3

添95

補足説明
資料
59-10
3.4

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 3.4 中央制御室への地震及び火災等の影響

④
（他条文との記

載統一）

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

表3.4-1 中央制御室に同時にもたらされる環境条件への対応
(1/2)　中央制御室での運転操作に与える影響

表3.4-1 中央制御室に同時にもたらされる環境条件への対応
(1/2)　中央制御室での運転操作に与える影響

96

補足説明
資料
59-10
3.4

添
59-10-
3-3

④
（他条文との記

載統一）

※非常用ディーゼル発電機は各自然現象に対して，
外部電源喪失の有無によらず健全性が確保される
ことを確認している。

地震：設計基準地震動に対して，耐震Sクラス設計で
あるため，健全性が確保される。

風（台風）：設計基準の風速による風圧に対して，
外郭その他による防護で健全性が確保さ
れることを確認。

竜巻：設計基準の竜巻風速による複合荷重（風圧，
気圧差，飛来物衝撃力）に対して，外郭その
他による防護で健全性が確保されることを確
認。

低温（凍結）：原子炉建屋換気空調設備により温度
制御されているため，本体設備への影響はな
い。屋外タンクに貯蔵されている軽油につい
ては，凍結等が発生しないことを確認。

降水：設計基準の降水に対して，外郭その他による
防護で健全性が確保されることを確認。

積雪：設計基準の積雪による堆積荷重に対して，外

※非常用ディーゼル発電機は各自然現象に対して健
全性が確保されることを確認している。

地震：設計基準地震動に対して，耐震Sクラス設計
であるため，健全性が確保される。

竜巻：設計基準の竜巻風速による複合荷重（風圧，
気圧差，飛来物衝撃力）に対して，外殻その
他による防護で健全性が確保されることを確
認。

風（台風）：設計基準の風速による風圧に対して，
外殻その他による防護で健全性が確保
されることを確認。

積雪：設計基準の積雪による堆積荷重に対して，外
殻その他による防護で健全性が確保されるこ
とを確認。

落雷：設計基準の雷撃電流値に対して，避雷針や保
安器等による防護で健全性が確保されること
を確認。

森林火災：防火帯の内側にあるため延焼せず，熱影
響を評価して健全性が確保されることを
確認。また，ばい煙に対してもフィルタ
により健全性が確保されることを確認。

火山：設計基準の火山灰の堆積荷重に対して，外殻
その他による防護で健全性が確保されること
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No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

表3.4-1 中央制御室に同時にもたらされる環境条件への対応
(2/2)
起因事象

表3.4-1 中央制御室に同時にもたらされる環境条件への対応
(2/2)
起因事象

火山 外部火災
生物学的事象 （森林火災）
外部火災 火山
（森林火災） 低温
低温（凍結）
火山

表3.4-1 中央制御室に同時にもたらされる環境条件への対応
(2/2)
同時にもたらされる中央制御室の環境条件

表3.4-1 中央制御室に同時にもたらされる環境条件への対応
(2/2)
同時にもたらされる中央制御室の環境条件

外部電源喪失による照明等の所内電源の喪失 ばい煙や有毒ガスの発生による中央制御室内換気設備への影響
低温による中央制御室内設備が凍結することによる機能喪失 降下火砕物による中央制御室内換気設備への影響
降下火砕物による中央制御室内換気設備への影響 低温による中央制御室内設備が凍結することによる機能喪失

59-10-
3-4

添

補足説明
資料
59-10
3.4

97

98

補足説明
資料
59-10
3.4

添
59-10-
3-4

④
（他条文との記

載統一）

④
（他条文との記

載統一）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

表3.4-1 中央制御室に同時にもたらされる環境条件への対応
(2/2)　中央制御室での運転操作に与える影響

表3.4-1 中央制御室に同時にもたらされる環境条件への対応
(2/2)　中央制御室での運転操作に与える影響

―

補足説明
資料
59-10
3.4

添
59-10-
3-4

99
④

（他条文との記
載統一）

※(前頁の続き)
火山：設計基準の降下火砕物の堆積荷重に対して，

外郭その他による防護で健全性が確保される
ことを確認。また，給気系はフィルタ交換等
により閉塞せず健全性が確保されることを確
認。

生物学的事象：海生生物に対して，除塵装置その他
による防護で健全性が確保されることを確認。
また，小動物の侵入に対して，外郭となる建
屋貫通部への止水処置等による防護で健全性
が確保されることを確認。

森林火災：防火帯の内側にあるため延焼せず，熱影
響を評価して健全性が確保されることを確
認。また，ばい煙に対してもフィルタによ
り健全性が確保されることを確認。

有毒ガス：設備へ影響を与える事象ではないため，
健全性が確保されることを確認。

船舶の衝突：船舶の侵入に対して，カーテンウォー
ルその他による防護で健全性が確保され
ることを確認。

電磁的障害：電磁的障害による擾乱に対して，健全
性が確保されることを確認。

中央制御室の換気空調設備により温度制御されてい

るため，中央制御室への影響はない。

（詳細については，設置許可基準規則第6条「外部か
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

100

補足説明
資料
59-10
3.5

― ― 変更点なし―

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 3.5 中央制御室待避室のデータ表示装置（待避室）で確認できるパラメータ

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

101

補足説明
資料
59-10
3.6

59-10-
3-1

3.6　事故シーケンスの組み合わせと待避室の収容性
重大事故等が発生した場合においても中央制御室に運転員が

とどまる居住性を確保するため，中央制御室待避室を設置して
いる。
中央制御室待避室は，重大事故等に対応する要員がとどまる

ことができなければならない。そのため，中央制御室待避室の
設計は収容可能人数を「20名」としている。その内訳を表3.6-1
に示す。

3.6 事故シーケンスの組み合わせによる運転員の対応要員数に
ついて

重大事故等が発生した場合においても中央制御室に運転員が
留まる居住性を確保するため，中央制御室待避室を設置してい
る。
中央制御室待避室は，重大事故等に対応する要員が留まるこ

とができなければならない。そのため，中央制御室待避室の設
計は収容可能人数を「20名」としている。その内訳を表-1に示
す。

①
（収容性説明の
記載充実）

図3.6-1　大ＬＯＣＡ＋高圧・低圧注水機能喪失 図3.6-1　大ＬＯＣＡ＋高圧・低圧注水機能喪失

図3.6-2　大ＬＯＣＡ＋高圧注水・減圧機能喪失 図3.6-2　大ＬＯＣＡ＋高圧注水・減圧機能喪失

図3.6-3　大ＬＯＣＡ＋全交流動力電源喪 図3.6-3　大ＬＯＣＡ＋全交流動力電源喪

図3.6-4　大ＬＯＣＡ＋崩壊熱除去機能喪失（取水機能喪失） 図3.6-4　大ＬＯＣＡ＋崩壊熱除去機能喪失（取水機能喪失）

図3.6-5　大ＬＯＣＡ＋崩壊熱除去機能喪失（残留熱除去系が故
障した場合）

図3.6-5　大ＬＯＣＡ＋崩壊熱除去機能喪失（残留熱除去系が故
障した場合）

図3.6-6　大ＬＯＣＡ＋原子炉停止機能喪失 図3.6-6　大ＬＯＣＡ＋原子炉停止機能喪失

図3.6-7　大ＬＯＣＡ＋ＬＯＣＡ時注水機能喪失 図3.6-7　大ＬＯＣＡ＋ＬＯＣＡ時注水機能喪失

図3.6-8　大ＬＯＣＡ＋格納容器バイパス（インターフェイスシ
ステムＬＯＣＡ）

図3.6-8　大ＬＯＣＡ＋格納容器バイパス（インターフェイスシ
ステムＬＯＣＡ）

図3.6-9　大ＬＯＣＡ＋大ＬＯＣＡ（代替循環冷却を使用する場
合）

図3.6-9　大ＬＯＣＡ＋大ＬＯＣＡ（代替循環冷却を使用する場
合）

図3.6-10　大ＬＯＣＡ＋想定事故1 図3.6-10　大ＬＯＣＡ＋想定事故1

図3.6-11　大ＬＯＣＡ＋想定事故2 図3.6-11　大ＬＯＣＡ＋想定事故2

図3.6-12　大ＬＯＣＡ＋停止中の崩壊熱除去機能喪失 図3.6-12　大ＬＯＣＡ＋停止中の崩壊熱除去機能喪失

図3.6-13　大ＬＯＣＡ＋停止中の全交流動力電源喪失 図3.6-13　大ＬＯＣＡ＋停止中の全交流動力電源喪失

図3.6-14　大ＬＯＣＡ＋停止中の原子炉冷却材の流出 図3.6-14　大ＬＯＣＡ＋停止中の原子炉冷却材の流出

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 3.6 事故シーケンスの組み合わせと待避室の収容性

⑤
設計進捗による
図の更新

102

補足説明
資料
59-10
3.6

59-10-
3-54～
67

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

61/134



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

103

補足説明
資料
59-10
3.7

添
59-10-
3-68

③（5号炉原子
炉建屋内緊急時
対策所の設置に
伴う評価条件の
変更）

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室　59-10 設備概要

章/項番号： 3.7 申請前号炉の中央制御室の居住性評価について

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

62/134



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

104

補足説明
資料
59-10
3.7

添
59-10-
3-69

③（5号炉原子
炉建屋内緊急時
対策所の設置に
伴う評価条件の
変更）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

105

補足説明
資料
59-10
3.7

添
59-10-
3-69

③（評価条件の
変更（原子炉建
屋漏えい，非常
用ガス処理系の
運転等）に伴う
再評価）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

106

補足説明
資料
59-10
3.7

添
59-10-
3-70

③（評価条件の
変更（原子炉建
屋漏えい，非常
用ガス処理系の
運転等）に伴う
再評価）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

107

補足説明
資料
59-10
3.7

添
59-10-
3-71

③（5号炉原子
炉建屋内緊急時
対策所の設置に
伴う評価条件の
変更）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由ページ番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化

108

補足説明
資料
59-10
3.7

添
59-10-
3-71

③（5号炉原子
炉建屋内緊急時
対策所の設置に
伴う評価条件の
変更）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

109 －
2-ⅱ
2-ⅲ

⑤

資料名    ： 重大事故等対処設備について（補足説明資料）
章/項番号： 59条 原子炉制御室　59-11 原子炉制御室の居住性に係る被ばく評価について

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤110 －
2-ⅲ
2-ⅳ
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

111 － 2-1 － ⑤

112 － 2-3
表1 大気中への放出放射能量（7日間積算値）
（代替循環冷却系により事象を収束することを想定する場合）

－ ⑤

113 － 2-3
表2 大気中への放出放射能量（7日間積算値）
（格納容器ベントの実施を想定する場合）

－ ⑤

114 － 2-4 表3 相対濃度及び相対線量 － ⑤

115 － 2-5

⑤

③（評価条件の変更に伴い，
被ばく線量の分散化のため，
班交替を工夫することとし

た）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

116 － 2-6 ⑤

117 － 2-6 ⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤

③（評価条件の変更に伴い，
被ばく線量の低減のため，中
央制御室内でのマスクの着用
を考慮することとした。ま

た，運用に基づき陽圧化空調
機の起動遅れ時間を3時間と

した）

2-6
2-7

－118
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

119 － 2-7

⑤

③（運用を考慮し，代替循環
冷却系を用いて事象を収束す
る号炉からの寄与については
陽圧化装置の効果を期待しな

いこととした）

③（評価の保守性を確保する
ため，陽圧化していない期間
の空気流入率を0.5回/hとし

た）

120 － 2-7

⑤

③（実際の移動時間を考慮
し，格納容器圧力逃がし装置
等の影響の評価時間を修正）

121 － 2-7 ⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

122 －
2-7
2-8

⑤

123 － 2-8

⑤

③（評価条件の変更（原子炉
建屋漏えい及び非常用ガス処
理系を考慮）に伴い，両号炉
において代替循環冷却系を用
いて事象を収束する場合の被
ばく線量を示すこととした）

③（評価条件の変更に伴う再
評価）

124 － 2-9
表6-1-1 各勤務サイクルでの被ばく線量
（両号炉において代替循環冷却系を用いて事象を収束する場合）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮した場合）(単位：mSv)

－ ⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

125 － 2-9
表6-1-2 各勤務サイクルでの被ばく線量
（両号炉において代替循環冷却系を用いて事象を収束する場合）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮しない場合）(単位：mSv)

－ ⑤

126 － 2-10

表6-2-1 各勤務サイクルでの被ばく線量
（6号炉：格納容器ベント実施　7号炉：代替循環冷却系を用いて事象収
束）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮した場合）(単位：mSv)※

－ ⑤

127 － 2-10

表6-2-2 各勤務サイクルでの被ばく線量
（6号炉：格納容器ベント実施　7号炉：代替循環冷却系を用いて事象収
束）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮しない場合）(単位：mSv)

－ ⑤

128 － 2-11

表6-3-1 各勤務サイクルでの被ばく線量
（6号炉：代替循環冷却系を用いて事象収束　7号炉：格納容器ベント実
施）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮した場合）(単位：mSv)

－ ⑤

129 － 2-11

表6-3-2 各勤務サイクルでの被ばく線量
（6号炉：代替循環冷却を用いて事象収束　7号炉：格納容器ベント実
施）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮しない場合）(単位：mSv)

－ ⑤

130 － 2-12
表7-1-1 評価結果の内訳（被ばく線量が最大となる班（E班）の合計）
（両号炉において代替循環冷却系を用いて事象を収束する場合）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮する場合）（単位：mSv）

－ ⑤

131 － 2-13
表7-1-2 評価結果の内訳（被ばく線量が最大となる班（A班）の合計）
（両号炉において代替循環冷却系を用いて事象を収束する場合）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮しない場合）（単位：mSv）

－ ⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

133 － 2-15

表7-2-2 評価結果の内訳（被ばく線量が最大となる班（A班）の合計）
（6号炉：格納容器ベント実施　7号炉：代替循環冷却を用いて事象収
束）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮しない場合）（単位：mSv）

－

③（中央制御室内でのマスク
着用を考慮したことに伴い，
マスクの着用を考慮しない場
合の評価結果を記載）

⑤

③（評価条件の変更に伴う再
評価）

2-14－132

76/134



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

135 － 2-17

表7-3-2 評価結果の内訳（被ばく線量が最大となる班（A班）の合計）
（6号炉：代替循環冷却系を用いて事象収束　7号炉：格納容器ベント実
施）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮しない場合）（単位：mSv）

－

③（中央制御室内でのマスク
着用を考慮したことに伴い，
マスクの着用を考慮しない場
合の評価結果を記載）

⑤

③（評価条件の変更に伴う再
評価）

2-16－134
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

136 － 2-18
表8-1-1 評価結果の内訳（E班の7日目）
（両号炉において代替循環冷却系を用いて事象を収束する場合）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮する場合）（単位：mSv）

－ ⑤

137 － 2-19
表8-1-2 評価結果の内訳（A班の1日目）
（両号炉において代替循環冷却系を用いて事象を収束する場合）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮しない場合）（単位：mSv）

－ ⑤

138 － 2-20

表8-2-1 評価結果の内訳（E班の2日目）
（6号炉：格納容器ベント実施　7号炉：代替循環冷却系を用いて事象収
束）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮する場合）（単位：mSv）

－ ⑤

139 － 2-21

表8-2-2 評価結果の内訳（A班の1日目）
（6号炉：格納容器ベント実施　7号炉：代替循環冷却系を用いて事象収
束）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮しない場合）（単位：mSv）

－ ⑤

140 － 2-22

表8-3-1 評価結果の内訳（E班の2日目）
（6号炉：代替循環冷却系を用いて事象収束　7号炉：格納容器ベント実
施）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮する場合）（単位：mSv）

－ ⑤

141 － 2-23

表8-3-2 評価結果の内訳（A班の1日目）
（6号炉：代替循環冷却系を用いて事象収束　7号炉：格納容器ベント実
施）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮しない場合）（単位：mSv）

－ ⑤

142 － - －
表2-5 中央制御室の居住性（重大事故）に係る被ばく評価結果
（6号炉放出時）（運転員の交替を考慮しない場合）

⑤（評価条件の変更に伴い，
判断基準（100mSv/7日間）を
満足するために運転員の交替
を考慮することとしたため削
除）

143 － - －
表2-6 中央制御室の居住性（重大事故）に係る被ばく評価結果
（7号炉放出時）（運転員の交替を考慮しない場合）

⑤（評価条件の変更に伴い，
判断基準（100mSv/7日間）を
満足するために運転員の交替
を考慮することとしたため削
除）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

144 － 2-24

⑤

③（放出経路として建屋漏え
い及び非常用ガス処理系によ
る放出を追加したことに伴う

評価条件の追加）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

145 － 2-25

⑤

③（評価の保守性を確保する
ため，原子炉格納容器の漏え
い孔による捕集効果を考慮し

ないこととした）

③（原子炉格納容器内での無
機よう素の雰囲気濃度を時刻
歴で評価するため，除去効果

を沈着率で整理した）

③（放出経路として建屋漏え
いと非常用ガス処理系による
放出を追加したことに伴う評

価条件の追加）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

146 －

⑤

③（評価条件の変更に伴い，
被ばく線量の低減のため，中
央制御室内でのマスクの着用
を考慮することとし，入退域
時ではPF1000のマスク着用を
考慮することとした。また，
運用に基づき陽圧化空調機の
起動遅れ時間を3時間とし

た）

③（評価の保守性を確保する
ため，陽圧化していない期間
の空気流入率を0.5回/hとし

た）

③（運用を考慮し，代替循環
冷却系を用いて事象を収束す
る号炉からの寄与については
陽圧化装置の効果を期待しな

いこととした）

③（評価の保守性を確保する
ため，有機よう素が地表面に

沈着するものとした）

2-26
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

147 － 2-28 ⑤

148 － 2-31 ⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

添2-1-12-1149 ⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤

③（放出経路として建屋漏え
いと非常用ガス処理系による
放出を追加したことに伴う評

価条件の追加）

添2-1-22-1150
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤

③（評価の保守性を確保する
ために，原子炉格納容器の漏
えい孔による捕集効果を考慮

しないこととした）

③（原子炉格納容器内での無
機よう素の雰囲気濃度を時刻
歴で評価するため，除去効果

を沈着率で整理した）

添2-1-32-1151
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤

③（評価方法の変更に伴う，
よう素の放出割合の再評価）

③（放出経路として建屋漏え
いと非常用ガス処理系による
放出を追加したことに伴い，
原子炉格納容器から原子炉建

屋への流入割合を記載）

添2-1-42-1152
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

－

③（放出経路として建屋漏え
いと非常用ガス処理系による
放出を追加したことに伴う評

価条件の追加）

添2-1-52-1153
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤

③（評価の保守性を確保する
ため，停止時炉内内蔵量とし
て希ガス類の短半減期核種と
停止時炉内内蔵量が小さい核
種を考慮することとした）

③（よう素類の放出割合の変
更に伴う放出放射能量の再評

価）

添2-1-62-1154
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤

③（放出経路として建屋漏え
いと非常用ガス処理系による
放出を追加したことに伴う評

価条件の追記）

添2-1-72-1155
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤添2-1-82-1156
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤

③（放出経路として建屋漏え
いと非常用ガス処理系による
放出を追加したことに伴う評

価条件の追加）

添2-1-92-1157
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤

③（放出経路として建屋漏え
いと非常用ガス処理系による
放出を追加したことに伴う評

価結果の追加）

添2-1-112-1158
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤（評価条件の明記）添2-1-122-1159
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤

③（評価条件の変更（希ガス
類の停止時炉内内蔵量の変更

等）に伴う再評価

添2-1-132-1160
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤

③（評価条件の変更（希ガス
類の停止時炉内内蔵量の変更

等）に伴う再評価

添2-1-142-1161
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

162 2-1 添2-1-15
⑤（図中の数値の記載の適正

化及び誤記の修正）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤（図中の数値の記載の適正
化及び誤記の修正）

添2-1-162-1163
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤（評価条件の明記）添2-1-182-1164
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

165 2-1 添2-1-19

⑤（評価条件の明記）

③（評価の保守性を確保する
ため，陽圧化していない期間
の空気流入率を0.5回/hとし

た）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

166 2-1 添2-1-20

⑤

③（評価条件の変更に伴い，
被ばく線量の低減のため，中
央制御室内でのマスクの着用
を考慮することとし，入退域
時ではPF1000のマスク着用を

考慮することとした）

③（実際の移動時間を考慮
し，格納容器圧力逃がし装置
等の影響の評価時間を修正）

100/134



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

③（評価の保守性を確保する
ため，有機よう素が地表面に

沈着するものとした）
添2-1-212-1167
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

168 2-2 添2-2-1 ⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

170 2-3 添2-3-2 ⑤

⑤添2-2-32-2169
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

171 2-3 添2-3-2 ⑤

172 2-3 添2-3-4 － ⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

173 2-3 添2-3-5 ⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

174 2-3 添2-3-7
⑤（Te2，UO2について，

NUREG-1465の知見を用いて補
正した値を追記）

175 2-3 添2-3-7 ⑤

106/134



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

176 2-4
添2-4-1

～
添2-4-9

2-4 放射性物質の大気放出過程について － ⑤

177 － － － 2-4 無機よう素のスプレイによる除去効果について
③（原子炉格納容器内での無
機よう素の評価方法の変更に

伴う記載の削除）

178 2-5
添2-5-1

～
添2-5-4

2-5 原子炉格納容器等への無機よう素の沈着効果について －
③（原子炉格納容器内での無
機よう素の雰囲気濃度の評価

方法の変更に伴う追記）

179 2-6
添2-6-1

～
添2-6-6

2-5 6号及び7号炉の原子炉建屋原子炉区域の負圧達成時間について －

③（放出経路として非常用ガ
ス処理系による放出が追加に
なったことに伴う原子炉建屋
原子炉区域の負圧達成時間の

評価の追記）

180 2-7
添2-7-1

～
添2-7-5

2-5 被ばく評価に用いた気象資料の代表性について － ⑤

181 2-8 添2-8-4
図2-8-5　着目方位
（放出源点：6号炉原子炉建屋中心，評価点：中央制御室中心）

－
③（放出経路として原子炉建
屋漏えいが追加になったこと

に伴う着目方位の追記）

182 2-8 添2-8-4
図2-8-6　着目方位
（放出源点：7号炉原子炉建屋中心，評価点：中央制御室中心）

－
③（放出経路として原子炉建
屋漏えいが追加になったこと

に伴う着目方位の追記）

183 2-8 添2-8-5
図2-8-7　着目方位
（放出源：6号炉原子炉建屋中心，評価点：コントロール建屋入口）

－
③（放出経路として原子炉建
屋漏えいが追加になったこと

に伴う着目方位の追記）

184 2-8 添2-8-5
図2-8-8　着目方位
（放出源：7号炉原子炉建屋中心，評価点：コントロール建屋入口）

－
③（放出経路として原子炉建
屋漏えいが追加になったこと

に伴う着目方位の追記）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

185 2-8 添2-8-6
図2-8-9　着目方位
（放出源：6号炉主排気筒，評価点：中央制御室中心）

－
③（放出経路として原子炉建
屋漏えいが追加になったこと

に伴う着目方位の追記）

186 2-8 添2-8-6
図2-8-10　着目方位
（放出源：7号炉主排気筒，評価点：中央制御室中心）

－
③（放出経路として原子炉建
屋漏えいが追加になったこと

に伴う着目方位の追記）

187 2-8 添2-8-7
図2-8-11　着目方位
（放出源：6号炉主排気筒，評価点：コントロール建屋入口）

－
③（放出経路として原子炉建
屋漏えいが追加になったこと

に伴う着目方位の追記）

188 2-8 添2-8-7
図2-8-12　着目方位
（放出源：7号炉主排気筒，評価点：コントロール建屋入口）

－
③（放出経路として原子炉建
屋漏えいが追加になったこと

に伴う着目方位の追記）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

189 2-8 添2-8-8

③（放出経路として建屋漏え
い及び非常用ガス処理系によ
る放出が追加になったことに
伴う大気拡散評価結果の追

記）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

190 2-8 添2-8-9

③（放出経路として建屋漏え
い及び非常用ガス処理系によ
る放出が追加になったことに
伴う大気拡散評価結果の追

記）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

191 2-8 添2-8-10

③（放出経路として建屋漏え
い及び非常用ガス処理系によ
る放出が追加になったことに
伴う大気拡散評価結果の追

記）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

192 2-8 添2-8-11

③（放出経路として建屋漏え
い及び非常用ガス処理系によ
る放出が追加になったことに
伴う大気拡散評価結果の追

記）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

193 2-8 添2-8-12

③（放出経路として建屋漏え
い及び非常用ガス処理系によ
る放出が追加になったことに
伴う大気拡散評価結果の追

記）

194 2-9 添2-9-1
③（評価の保守性を確保する
ため，有機よう素が地表面に

沈着するものとした）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

195 2-9 添2-9-1 ⑤

196 2-9
添2-9-1
添2-9-2

⑤（評価式及び評価パラメー
タの誤記の修正）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

③（放出経路として建屋漏え
い及び非常用ガス処理系によ
る放出が追加になったことに
伴い，地表面への沈着率の評

価結果を追加）

添2-9-32-9197
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

198 2-10 添2-10-1 － ⑤

199
2-10

（参考）

添2-10-3
～

添2-10-8
重大事故等時のエアロゾル粒子の粒径について － ⑤

200 － － － 2-10 運転員の勤務形態について
⑤（「2.4 中央制御室の居住
性（重大事故）に係る被ばく

評価」に記載を移動）

201 － － －
2-11 原子炉建屋から大気中に放射性物質が放出された場合の影響につい
て

⑤（評価は「2.5 評価結果の
まとめ」に記載しているため

削除）

202 2-11
添2-11-1

～
添2-11-2

有機よう素の乾性沈着速度について －
③（有機よう素の地表面の沈
着速度の変更に伴う追記）

203 － － － 2-12 原子炉建屋から大気中への放射性物質の漏えい率の設定について

⑤（原子炉建屋から大気中へ
の漏えい率の設定についての
記載は「2-4 放射性物質の大
気放出過程について」）に移

動

204 2-12 添2-12-1

⑤（被ばく線量の低減のた
め、PF1000のマスク着用を考
慮することとしたことに伴う

追記）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

205 2-12 添2-12-2 ⑤

206 2-12
添2-12-2
添2-12-3

⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

207 2-12 添2-12-3 －

⑤（被ばく線量の低減のた
め、PF1000のマスク着用を考
慮することとしたことに伴う

追記）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

208 2-12 添2-12-4 －

⑤（被ばく線量の低減のた
め、PF1000のマスク着用を考
慮することとしたことに伴う

追記）

209 2-12 添2-12-4 －

⑤（被ばく線量の低減のた
め、PF1000のマスク着用を考
慮することとしたことに伴う

追記）

210 2-13
添2-13-1

～
添2-13-5

2-13 原子炉建屋内の放射性物質からのガンマ線による被ばくの評価方法
について

－ ⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

211 2-14
添2-14-1

～
添2-14-3

2-14 放射性雲中の放射性物質からのガンマ線による被ばくの評価方法に
ついて

－ ⑤

212 2-15
添2-15-1

～
添2-15-9

2-15 地表面に沈着した放射性物質からのガンマ線による被ばくの評価方
法について

2-8 グランドシャイン線評価モデルについて ⑤

213 － － － 2-15 格納容器ベントを異なる時刻に実施する場合の影響について

⑤（両号炉で格納容器ベント
を実施する場合の影響は「2-
20 6号及び7号炉で格納容器
ベントを実施した場合の影響
について」に記載。格納容器
ベントのタイミングのずれを
考慮し，自主的な対策（カー
ドル式空気ボンベユニット）
を講じていることについては
「59-9 その他設備」に記

載。）

214 2-16
添2-16-1

～
添2-16-6

2-16 室内に外気から取り込まれた放射性物質による被ばくの評価方法に
ついて

－ ⑤

215 2-15
添2-17-1

～
添2-17-2

2-17 大気中に放出された放射性物質の入退域時の吸入摂取による被ばく
の評価方法について

－ ⑤

216 － － －
2-17 原子炉格納容器の漏えい孔におけるエアロゾル粒子の捕集係数につ
いて

⑤（原子炉格納容器の漏えい
孔による捕集効果を考慮しな

いこととしたため削除）

217 2-18
添2-18-1

～
添2-18-24

2-18 格納容器圧力逃がし装置及びよう素フィルタ内の放射性物質からの
ガンマ線による被ばくの評価方法について

2-9 入退域時のよう素フィルタ等内放射性物質からの被ばく評価モデル
について

⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

218 2-18 添2-18-3

⑤

③（評価方法の変更に伴う，
よう素の放出割合の再評価）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤添2-19-12-19219
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

⑤

③（希ガス類の停止時炉内内
蔵量の評価方法変更に伴う修
正，よう素類の放出割合の変
更に伴う放出放射能量の再評
価，放出経路として原子炉建
屋漏えい及び非常用ガス処理
系による放出が追加になった

ことに伴う追記）

添2-19-1
添2-19-2

2-19220
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

221 2-19 添2-19-3
③（評価条件の変更に伴う再

評価）

222 － － －
表2-13-2 原子炉格納容器内pH制御の効果に期待した場合の中央制御室の
居住性（重大事故）に係る被ばく評価結果
（6号炉放出時）（運転員の交替を考慮しない場合）

⑤（評価条件の変更に伴い，
運転員の交替を考慮すること

としたため削除）

223 － － －
表2-13-3 原子炉格納容器内pH制御の効果に期待した場合の中央制御室の
居住性（重大事故）に係る被ばく評価結果
（7号炉放出時）（運転員の交替を考慮しない場合）

⑤（評価条件の変更に伴い，
運転員の交替を考慮すること

としたため削除）

224 2-19 添2-19-4

表2-19-3-1 原子炉格納容器内pH制御の効果に期待する場合の各勤務サイ
クルでの被ばく線量（6号炉:代替循環冷却系を用いて事象収束　7号炉:
格納容器ベント実施）（中央制御室内でマスクの着用を考慮した場合）
(単位：mSv)

－ ⑤

225 2-19 添2-19-4

表2-19-3-2 原子炉格納容器内pH制御の効果に期待する場合の各勤務サイ
クルでの被ばく線量（6号炉:代替循環冷却を用いて事象収束　7号炉:格
納容器ベント実施）（中央制御室内でマスクの着用を考慮しない場合）
(単位：mSv)

－ ⑤

226 2-19 添2-19-5

表2-19-4-1 評価結果の内訳（被ばく線量が最大となる班（C班）の合
計）
（6号炉：代替循環冷却系を用いて事象収束　7号炉：格納容器ベント実
施）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮する場合）（単位：mSv）

－ ⑤

227 2-19 添2-19-6

表2-19-4-2 評価結果の内訳（被ばく線量が最大となる班（A班）の合
計）
（6号炉：代替循環冷却系を用いて事象収束　7号炉：格納容器ベント実
施）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮しない場合）（単位：mSv）

－ ⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

228 2-19 添2-19-7

表2-19-5-1 評価結果の内訳（C班の3日目）
（6号炉：代替循環冷却系を用いて事象収束　7号炉：格納容器ベント実
施）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮する場合）（単位：mSv）

－ ⑤

229 2-19 添2-19-8

表2-19-5-2 評価結果の内訳（A班の1日目）
（6号炉：代替循環冷却系を用いて事象収束　7号炉：格納容器ベント実
施）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮しない場合）（単位：mSv）

－ ⑤

230 2-20 添2-20-1

⑤

③（評価条件の変更に伴う再
評価）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

231 2-20 添2-20-2

⑤（放出経路として原子炉建
屋漏えい及び非常用ガス処理
系による放出を追加したこと

に伴う追記）

232 － － －
表2-16-2 中央制御室の居住性（重大事故）に係る被ばく評価結果
（6号炉及び7号炉同時放出時）
（運転員の交替を考慮しない場合）

⑤（評価条件の変更に伴い，
運転員の交替を考慮すること

としたため削除）

233 2-20 添2-20-3
表2-20-2-1　各勤務サイクルでの被ばく線量
（両号炉において格納容器ベントを実施する場合）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮した場合）(単位：mSv)

－ ⑤

234 2-20 添2-20-3
表2-20-2-2　各勤務サイクルでの被ばく線量
（両号炉において格納容器ベントを実施する場合）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮しない場合）(単位：mSv)

－ ⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

235 2-20 添2-20-4

表2-20-3-1　評価結果の内訳（被ばく線量が最大となる班（C班）の合
計）
（両号炉において格納容器ベントを実施する場合）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮する場合）（単位：mSv）

－ ⑤

236 2-20 添2-20-5

表2-20-3-2　評価結果の内訳（被ばく線量が最大となる班（A班）の合
計）
（両号炉において格納容器ベントを実施する場合）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮しない場合）（単位：mSv）

－ ⑤

237 2-20 添2-20-6
表2-20-4-1　評価結果の内訳（E班の2日目）
（両号炉において格納容器ベントを実施する場合）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮する場合）（単位：mSv）

－ ⑤

238 2-20 添2-20-7
表2-20-4-2　評価結果の内訳（A班の1日目）
（両号炉において格納容器ベントを実施する場合）
（中央制御室内でマスクの着用を考慮しない場合）（単位：mSv）

－ ⑤

239 2-21
添2-21-1

～
添2-21-9

2-21 コンクリート厚の施工誤差の影響について － ⑤

240 2-22
添2-22-1

～
添2-22-10

2-22 格納容器雰囲気直接加熱発生時の被ばく評価について －

③（被ばく評価の想定事象と
している「大破断LOCA時に非
常用炉心冷却系の機能及び全
交流動力電源が喪失」が運転
員の被ばくの観点から最も厳
しくなる事故収束に成功した
事故シーケンスであることを

追記）

241 2-23
添2-23-1

～
添2-23-2

2-23 空気流入率試験結果について － ⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

242 2-24 添2-24-1
③（中央制御室内でのマスク
の着用を考慮することとした

ことに伴う記載の修正）

243 2-24 添2-24-8
⑤（陽圧化していない期間の
空気流入率を0.5回/hとした
ことに伴う記載の修正）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

244 2-24 添2-24-9

⑤（放出経路として原子炉建
屋漏えい及び非常用ガス処理
系による放出を考慮したこと

に伴う記載の修正）

245 2-24 添2-24-16
⑤（有機よう素が地表面に沈
着するものとしたことに伴う

記載の修正）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

246 2-24 添2-24-18
③（中央制御室内でのマスク
の着用を考慮することとした

ことに伴う記載の修正）

247 2-24 添2-24-21
⑤（放出経路として非常用ガ
ス処理系による放出を追加し
たことに伴う記載の修正）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号
ページ番号

（59-11）
変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

248 2-24 添2-24-22

⑤（放出経路として原子炉建
屋漏えい及び非常用ガス処理
系による放出を考慮したこと

に伴う記載の修正）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

249
補足説明
資料
59-12

「非常用ガス処理系に流入する水素濃度について」の記載を新
規追加

―
②

(被ばく低減設
備追加)

59-12-1
～59-12-4

ページ番号

資料名    ： 59条 原子炉制御室

章/項番号： 59-12　非常用ガス処理系に流入する水素濃度について

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

250
補足説明
資料
59-13

「非常用ガス処理系の系統内における水素の滞留について」の
記載を新規追加

―
②

(被ばく低減設
備追加)

ページ番号

59-13-1
～59-13-3

資料名    ： 59条 原子炉制御室

章/項番号： 59-13　非常用ガス処理系の系統内における水素の滞留について

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 変更後 変更前 変更理由

251
補足説明
資料
59-14

「各号炉の弁名称及び弁番号」の記載を新規追加 ―
②

(被ばく低減設
備追加)

ページ番号

59-14-1
～59-14-2

資料名    ： 59条 原子炉制御室

章/項番号： 59-14　各号炉の弁名称及び弁番号

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗，設備変更による変更・修正 ③評価進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充，適正化
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

1 60-4 60-4-9

モニタリング・ポスト用発電機（6 号及び7 号炉共用）
１． 構造概略図

モニタリング・ポスト用発電機（6 号及び7 号炉共用）
１． 構造概略図

⑤
（工認資料との整合に

よる）

2 60-5 60-5-8

なお，可搬型気象観測装置は，1台に予備1台を含めた合計2台を荒浜側高
台保管場所及び大湊側高台保管場所に保管する。

なお，可搬型気象観測装置は，1 台に予備1 台を含めた合計2 台を保管す
る。

⑤
（計測範囲の誤記を

修正した）

資料名    ： 重大事故等対処設備について（補足説明資料）

章/項番号： 60条　監視測定設備

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

1/27



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

3 60-5 60-5-9

モニタリング・ポスト用発電機の燃料消費量は約8.8L/hであり，モニタリン
グ・ポスト用発電機軽油タンクの容量は，約190Lであることから（ただし，タン
クの最低油量として約24Lを下回った場合停止する），約18時間連続運転可
能な設計とする。

モニタリング・ポスト用発電機の燃料消費量（ 約8.8L/h）であり，モニタリン
グ・ポスト用発電機軽油タンクの容量は，190L であることから（ただし，タンク
の最低油量として約23L を下回った場合停止する），約19 時間連続運転可
能な設計とする。

⑤
（19時間から18時間
の変更理由：四捨五
入ではなく、小数点切
り捨てで記載する）

4 60-8 60-8-2

図1.1-1 モニタリング・ポストの配置図 図1.1-1 モニタリング・ポストの配置図

②
（免震重要棟の自主

化）
⑤

（中央制御室を追加）

5 60-8 60-8-4

モニタリング・ポストの電源は，常用所内電源2系統に接続しており，常用所
内電源喪失時においては，電源復旧までの期間，専用の無停電電源装置
により電源を供給できる設計とする。また，モニタリング・ポストの電源は，15
時間以上常用所内電源が復旧しない場合に，重大事故等対処設備である
モニタリング･ポスト用発電機により給電が可能な設計とする。なお，モニタリ
ング･ポスト用発電機は，約18時間ごとに給油を行う。

モニタリング・ポストの電源は，常用電源2系統に接続しており，常用電源喪
失時は，電源復旧までの期間，専用の無停電電源装置により常用電源復旧
までの期間の機能を維持できる設計とする。また，重大事故等の発生によ
り，12時間以上常用電源が復旧しない場合に，重大事故等対処設備である
モニタリング･ポスト用発電機による給電が可能な設計とする。モニタリング･
ポスト用発電機は，約19時間ごとに給油を行う。

⑤
(無停電電源装置の
バックアップ時間であ
る15時間を設計の根

拠とした)
⑤

（19時間から18時間
の変更理由：四捨五
入ではなく、小数点切
り捨てで記載する）

2/27



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

6 60-8 60-8-4

表1.1-2　無停電電源装置及びモニタリング・ポスト用発電機の設備仕様 表1.1-2 無停電電源装置及びモニタリング・ポスト用発電機の設備仕様

⑤
（19時間から18時間
の変更理由：四捨五
入ではなく、小数点切
り捨てで記載する）

3/27



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

7 60-8 60-8-7

図1.1-3 モニタリング・ポスト用発電機の配置図 図1.1-3 モニタリング・ポスト用発電機の配置図

②
（免震重要棟の自主

化）
⑤

（中央制御室を追加）

8 60-8 60-8-8

モニタリング・ポストで測定したデータの伝送を行う構成は，建屋間
※

におい
て有線及び無線により多様性を有し，測定したデータは，モニタリング・ポス
ト局舎，中央制御室及び5号炉原子炉建屋内緊急時対策所で監視できる設
計とする。
モニタリング・ポストの伝送概略図を図1.1-4に示す。
※建屋（5号炉原子炉建屋，コントロール建屋）は，モニタリング・ポストと同
等以上の耐震性を有しており，伝送の多様化の対象範囲は耐震性を有した
建屋間とする。なお，免震重要棟を経由するデータ伝送系は，信頼性向上を
図る設備として活用する。

モニタリング・ポストで測定したデータの伝送は，建屋間において有線と，衛
星回線又は無線回線により多様性を有した設計とする。
モニタリング・ポストの伝送概略図を図1.1-4 に示す。

①
（コメント　免震重要棟
自主化に対する影響

について）

4/27



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

9 60-8 60-8-8

図1.1-4 モニタリング・ポストの伝送概略図 図1.1-4 モニタリング・ポストの伝送概略図

①
（コメント　免震重要棟
自主化に対する影響

について）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

10 60-8 60-8-10

図1.2-1 放射能観測車の保管場所 図1.2-1 放射能観測車の保管場所

②
（免震重要棟の自主

化）
⑤

（中央制御室を追加）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

11 60-8 60-8-12

図1.3-1 可搬型モニタリングポストの配置位置及び保管場所 図1.3-1 可搬型モニタリングポストの配置位置及び保管場所

②
（免震重要棟の自主

化）
⑤

（中央制御室を追加）

7/27



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

12 60-8 60-8-14

図1.3-2 可搬型モニタリングポストの伝送概略図 図1.3-2 可搬型モニタリングポストの伝送概略図

②
（免震重要棟の自主

化）

⑤
（[流路]の名称を

「データ処理装置」と
統一した。）

13 60-8 60-8-15

1.3.2　可搬型放射線計測器による空気中の放射性物質の濃度の代替測定
重大事故等時，放射能観測車のダスト・よう素サンプラ又はGM計数装置，よ
う素測定装置が機能喪失した際に代替できるよう可搬型放射線計測器（ダ
スト・よう素サンプラの代替として可搬型ダスト・よう素サンプラ，よう素測定
装置の代替としてNaIシンチレーションサーベイメータ，GM計数装置の代替と
してGM汚染サーベイメータ）を用いて，周辺監視区域境界付近における空
気中の放射性物質の濃度を監視し，測定し，その結果を記録する。
可搬型放射線計測器のうち可搬型ダスト・よう素サンプラ， NaIシンチレー
ションサーベイメータ及び GM汚染サーベイメータは，合計2台（予備1台）を
保管する。可搬型放射線計測器の仕様を表1.3-3，保管場所を図1.3-3に示
す。

1.3.2 可搬型放射線計測器による放射性物質の濃度の代替測定
放射能観測車のダスト・よう素サンプラ又はGM 計数装置，よう素測定装置
が機能喪失した際の代替測定装置として， 可搬型放射線計測器（ 可搬型
ダスト・よう素サンプラ， GM 汚染サーベイメータ， NaI シンチレーションサー
ベイメータ） を用いて， 周辺監視区域境界付近における空気中の放射性物
質の濃度を監視し， 測定し， その結果を記録する。これらの装置は緊急時
対策所内に保管する。
また， 故障時及び保守点検時のバックアップ用として予備を考慮し， 必要な
機能を維持できる十分な数量を確保する。
可搬型放射線計測器の仕様を表1.3-3， 保管場所を図1.3-3 に示す。

①
（2017.2.21審査会合コ
メント「放射能観測車
の機能（ダスト・よう素
サンプラ、GM計数装
置、よう素測定装置）
を代替できる重大事
故等対処設備をそれ
ぞれ説明すること。」）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

14 60-8 60-8-15

表1.3-3　可搬型放射線計測器の仕様 表1.3-3 可搬型放射線計測器の仕様

②
（免震重要棟の自主

化）

15 60-8 60-8-16

図1.3-3 可搬型放射線計測器の保管場所 図1.3-3 可搬型放射線計測器の保管場所

②
（免震重要棟の自主

化）
⑤

（中央制御室を追加）

9/27



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

16 60-8 60-8-18

表1.4-1　発電所及びその周辺（発電所の周辺海域を含む。）の測定に使用
する設備の計測範囲等

表1. 4 -1 発電所及びその周辺（ 周辺海域を含む。） の測定に使用するモニ
タリング設備の計測範囲等

②
（免震重要棟の自主

化）

10/27



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

17 60-8 60-8-20

図1.4-2 発電所及びその周辺（ 発電所の周辺海域を含む。） の測定に使用
する設備（ 小型船舶（ 海上モニタリング用） は除く。） の保管場所及び海
水・排水試料採取場所

図1 . 4 - 2 発電所及びその周辺（ 周辺海域を含む。） の測定に使用するモ
ニタリング設備（ 小型船舶（ 海上モニタリング用） は除く） の保管場所及び
海水・排水試料採取場所

②
（免震重要棟の自主

化）
⑤

（中央制御室を追加）

11/27



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

18 60-8 60-8-22

図1.4-3　小型船舶（海上モニタリング用）の保管場所及び運搬ルート 図1.4-3 小型船舶（ 海上モニタリング用） の保管場所及び運搬ルート

②
（免震重要棟の自主

化）

19 60-8 60-8-23

気象観測設備は，放射性気体廃棄物の放出管理及び発電所周辺の一般公
衆の被ばく線量評価並びに一般気象データ収集のために，風向，風速，日
射量，放射収支量，雨量，温度等を測定し，連続測定したデータは，中央制
御室及び5号炉原子炉建屋内緊急時対策所に表示し，監視を行うことができ
る設計とする。また，そのデータを記録し，保存することができる設計とす
る。
気象観測設備の配置図を図2.1-1，測定項目等を表2.1-1に示す。
また，気象観測設備のデータ伝送系については，図2.1-2に示すとおりとす
る。気象観測設備のデータ伝送を行う構成は，建屋間において有線及び無
線により多様性を有することで信頼性向上を図る設計とする。

気象観測設備は， 放射性気体廃棄物の放出管理， 発電所周辺の一般公
衆の被ばく線量評価及び一般気象データ収集のために， 風向， 風速， 日
射量， 放射収支量， 雨量， 温度等を測定し， 中央制御室及び緊急時対策
所に表示できる設計とする。また， そのデータを記録し， 保存することがで
きる設計とする。
気象観測設備の配置図を図2.1-1，測定項目等を表2.1-1，伝送概略図を図
2.1-2 に示す。

①
（コメント　免震重要棟
自主化に対する影響

について）

12/27



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

20 60-8 60-8-24

図2.1-1 気象観測設備の配置図 図2.1-1 気象観測設備の配置図

②
（免震重要棟の自主

化）
⑤

（中央制御室を追加）

13/27



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

21 60-8 60-8-26

図2.1-2　気象観測設備の伝送概略図 図2.1-2 気象観測設備の伝送概略図

①
（コメント　免震重要棟
自主化に対する影響

について）

14/27



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

22 60-8 60-8-28

図2.2-1 可搬型気象観測装置の配置位置及び保管場所 図2.2-1 可搬型気象観測装置の配置位置及び保管場所

②
（免震重要棟の自主

化）
⑤

（中央制御室を追加）

15/27



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

23 60-8 60-8-30

図2.2-2 可搬型気象観測装置の伝送概略図 図2.2-2 可搬型気象観測装置の伝送概略図

②
（免震重要棟の自主

化）
⑤

（[流路]の名称を
「データ処理装置」と

統一した。）

16/27



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

24 60-8 60-8-31

(1) 風（台風）
モニタリング・ポストは，設計基準風速による風荷重に対し，機能喪失しない
設計とする。その他監視設備が機能喪失した場合，代替モニタリング設備に
より対応可能な設計とする。
(2) 竜巻
監視設備は，設計竜巻の最大瞬間風速による風荷重，気圧差荷重及び飛
来物衝突の際の衝撃荷重を適切に組み合わせた荷重に対し機能喪失した
場合，代替モニタリング設備により対応可能な設計とする。
(3) 低温
監視設備は，低温の影響モードとして想定される凍結に対し機能喪失した場
合，低温に対して機能喪失しない代替モニタリング設備により対応可能な設
計とする。
(4) 降水
監視設備は，降水の影響モードとして想定される浸水に対しては，排水路に
よる排水等により，想定される荷重に対しては，降水が滞留しない形状とす
ることで機能喪失しない設計とする。
(5) 積雪
発電所建屋内の監視設備及び地下敷設の専用通信回線（有線系）は，建屋
等により積雪の影響を受けない設計とする。
また，監視設備において，屋外に設置する検出器等は，除雪するなど適切
な対応を行うことにより機能喪失しない設計とする。

( 1 )風（ 台風）
設計基準風速は保守的に最も風速が大きい新潟市の観測記録の極値であ
る4 0 . 1 m / s とする。
モニタリング・ポスト及び気象観測設備は， 設計基準風速による風荷重に対
し， 機能喪失しない設計とする。放射能観測車が機能喪失した場合は， 代
替モニタリング設備により対応可能な設計とする。
( 2 )竜巻
設計竜巻の最大瞬間風速は， 基準竜巻の最大瞬間風速（ 7 6 m / s） に将
来的な気候変動の不確実性を踏まえ， Ｆ 3 の風速範囲の上限値である9 2
m / s とする。
監視設備は， 設計竜巻の最大瞬間風速による風荷重に対し機能喪失した
場合， 代替モニタリング設備により対応可能な設計とする。
( 3 )積雪
基準積雪量は， 最深積雪量の平均値3 1 . 1 c m に， 統計処理による1日

あたりの積雪量の年超過頻度1 0 
- 4

 /年値1 3 5 . 9 c m を加えた1 6 7 c m
とする。
発電所建屋内の監視設備及び地下布設の専用通信回線（ 有線系）は，建
屋の壁等により積雪の影響を受けない設計とする。
また，監視設備において，屋外に設置する検出器等は，除雪するなど適切
な対応を行うことにより監視設備の機能が喪失しない設計とする。
( 4 )低温

低温における基準温度は， 観測記録の統計処理による年超過頻度1 0
 - 4

 /
年値の－ 1 5 . 2℃ とする。また， 低温の継続時間については， 過去の最
低気温を記録した当日の気温推移に鑑み， 保守的に2 4 時間と設定する。
また， 基準温度より高い温度（ - 2 . 6℃ ） が長期間（ 1 7 3 . 4 時間） 継続
した場合について考慮する。
低温の影響モードとして凍結を想定し， 機能喪失した場合， 低温に対して
機能喪失しない代替モニタリング設備により対応可能な設計とする。
( 5 )落雷
監視設備は， 落雷の影響を受けた際には， 代替モニタリング設備により対
応可能な設計とする。

⑤
（6条と整合を図った。

事象の追加など）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

25 60-8 60-8-32

(6) 落雷
監視設備は，落雷に対し機能喪失した場合，代替モニタリング設備により対
応可能な設計とする。
(7) 地滑り
監視設備は，地滑りに対し機能喪失した場合，代替モニタリング設備により
対応可能な設計とする。
(8) 火山
発電所建屋内の監視設備及び地下敷設の専用通信回線（有線系）は，建屋
等により降下火山灰の影響を受けない設計とする。
また，監視設備において，屋外に設置する検出器等は，除灰するなど適切
な対応を行うことにより機能喪失しない設計とする。
(9) 生物学的事象
監視設備は，海水取水を必要としない設備とすることで，海生生物であるク
ラゲ等の発生の影響を受けない設計とする。
小動物の侵入に対し機能喪失した場合，代替モニタリング設備により対応
可能な設計とする。
(10) 外部火災
監視設備に対して影響を及ぼし得る外部火災としては，森林火災及び燃料
輸送車両の火災が考えられる。
監視設備は，可能な限り消火活動により防護するが，外部火災に対し機能
喪失した場合，代替モニタリング設備により対応可能な設計とする。
(11) 有毒ガス
監視設備は，要員による対応が必要とならない設備とすることで有毒ガスの
影響を受けない設計とする。

( 6 )火山
降下火山灰の堆積量については， 文献調査結果や国内外の噴火実績等を
踏まえ，検討を行った結果，火山噴火実績に保守性を考慮した3 0 c mを設
計基準に設定する。
発電所建屋内の監視設備及び地下布設の専用通信回線（ 有線系）は，建
屋の壁等により降下火山灰の影響を受けない設計とする。
また， 監視設備において， 屋外に設置する検出器等は， 除灰するなど適
切な対応を行うことにより監視設備の機能が喪失しない設計とする。
( 7 )外部火災
監視設備に対して影響を及ぼし得る外部火災としては， 森林火災が考えら
れる。
監視設備は， 可能な限り消火活動により防護するが， 外部火災の影響を
受けた際には， 代替モニタリング設備により対応可能な設計とする。 ⑤

（6条と整合を図った。
事象の追加など）

26 60-8 60-8-33

(12) 船舶の衝突
監視設備は，海水取水を必要としない設備とすることで，船舶の衝突の影響
を受けない設計とする。
(13) 電磁的障害
監視設備は，ラインフィルタの設置等により，電磁的障害による擾乱に対し
機能喪失しない設計とする。

⑤
（6条と整合を図った。

事象の追加など）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

27 60-8 60-8-37

⑤
（4：安全係数と追記、
説明の並び順を変

更）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

28 60-8 60-8-38

⑤
（放出高さ0m、大気安
定度Dに該当する値

を誤記修正）

29 60-8 60-8-44

可搬型モニタリングポストは，外部バッテリー（2個）により5日間以上電源供
給が可能であり，5日後からは予備の外部バッテリー（2個）と交換することに
より，必要な期間継続して測定が可能な設計としている。なお，外部バッテ
リーは，荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所に保管し，通常時か
ら充電を行うことで，5日目に確実に交換できる設計とする。
また，15台全ての可搬型モニタリングポストの外部バッテリーを交換した場
合の所要時間は，作業開始を判断してから移動時間も含めて約5時間30分
で可能である。

可搬型モニタリングポストは， 外部バッテリー（2個） により5日間以上電源
供給が可能であり，5日後からは予備の外部バッテリー（2個）と交換すること
により， 必要な期間継続して計測が可能な設計としている。なお， 外部バッ
テリーは， 荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所に保管し， 通常
時から充電を行うことで， 5日目に確実に交換できる設計とする。
また，15台全ての可搬型モニタリングポストの外部バッテリーを交換した場
合の所要時間は，作業開始を判断してから移動時間も含めて約5時間10 分
で可能である。

⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

30 60-8 60-8-44

・評価点：評価点を図3.3-4に示す。評価点は，格納容器ベント実施号炉（6
号炉）から実際の作業エリアまでの距離よりも，格納容器ベント実施号炉に
近い範囲内で選定した。
　（可搬型モニタリングポストの配置場所である展望台，海側等3,海側等4，
5号炉原子炉建屋内緊急時対策所陽圧化判断用の4箇所は，発災プラント
の比較的近傍に設置されることから，移動及びバッテリー交換時に，原子炉
建屋内の放射性物質からの寄与，格納容器圧力逃がし装置のフィルタ装置
及び配管並びによう素フィルタ内の放射性物質からのガンマ線による寄与を
考慮した。）

・評価点： 6 号炉可搬型代替注水ポンプ（ 防火水槽取水） の設置場所（ 可
搬型M P（ 展望台）， 海側可搬型M P - 3 ,海側可搬型M P - 4， 可搬型M P
（ 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所陽圧化判断用） は， 発災プラントの比
較的近傍に設置されることから， 移動及びバッテリー交換時に， 格納容器
圧力逃がし装置のフィルタ装置及びよう素フィルタ並びに配管内の放射性物
質からのガンマ線による寄与を考慮した。評価点としては保守的に， 実際
の作業エリアよりも線源に近い場所を選定した）

③
（原子炉建屋からの
漏えい率について）

31 60-8 60-8-45

図3.3-4　評価点及び可搬型モニタリングポストの配置位置及び保管場所

⑤
（評価点について、図

示することとした）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

32 60-8 60-8-46

・大気拡散条件：発災プラント周辺現場作業エリアのうち厳しい評価結果を
与える作業場所の相対濃度及び相対線量を参照

　・評価時間：合計330分
※1

※1: 展望台，海側等3，海側等4， 5号炉原子炉建屋内緊急時対策所陽圧
化判断用以外の可搬型モニタリングポストに係る作業：250分
（（作業場所への移動10分＋作業10分）×9箇所＋5号炉原子炉建屋内緊急
時対策所から高台保管場所を経由してMP1への移動30分＋MP7から高台
保管場所を経由してMP8への移動20分＋作業10分×2箇所）
展望台，海側等3，海側等4， 5号炉原子炉建屋内緊急時対策所陽圧化判
断用の可搬型モニタリングポストに係る作業：80分
（（作業場所への移動10分＋作業10分）×上記4箇所）
・作業開始時間：事故発生後から5日後（120時間後）から作業開始
・作業場所まわりの遮蔽：考慮しない
・マスクによる防護係数：1000
・被ばく経路：以下を考慮
原子炉建屋内の放射性物質からのガンマ線による外部被ばく，
放射性雲中の放射性物質からのガンマ線による外部被ばく，
放射性雲中の放射性物質を吸入摂取することによる内部被ばく，
地表面に沈着した放射性物質からのガンマ線による外部被ばく，
格納容器圧力逃がし装置のフィルタ装置及び配管並びによう素フィルタ内の
放射性物質からのガンマ線による外部被ばく

・大気拡散条件： 発災プラント周辺現場作業エリアのうち厳しい評価結果を
与える作業場所の相対濃度及び相対線量を参照
・評価時間： 合計310 分※ 2
※ 2 可搬型MP（展望台）， 海側可搬型M P - 3 ， 海側可搬型MP-4 ，可搬
型MP（5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所陽圧化判断用） 以外のMPに係る
作業：220分
（（ 作業場所への移動10分＋作業10分） ×9 か所＋ 5号炉原子炉建屋内
緊急時対策所から高台保管場所を経由してMP-1 への移動20分+ 作業10
分×2か所）
可搬型MP（展望台）， 海側可搬型MP-3， 海側可搬型MP-4 ， 可搬型MP（5
号炉原子炉建屋内緊急時対策所陽圧化判断用） に係る作業：90分
（（ 作業場所への移動10 分＋作業10分）×上記4 か所＋作業場所からの
移動10分）
・作業開始時間： 事故発生後から5 日後（120時間後） から作業開始
・作業場所まわりの遮蔽： 考慮しない
・マスクによる防護係数：50
・被ばく経路： 以下を考慮
原子炉建屋内に浮遊する放射性物質からのガンマ線による外部被ばく，
放射性雲中の放射性物質からのガンマ線による外部被ばく，
放射性雲中の放射性物質を吸入摂取することによる内部被ばく，
地表面に沈着した放射性物質からのガンマ線による外部被ばく，
格納容器圧力逃がし装置のフィルタ装置及びよう素フィルタ並びに配管
内の放射性物質からのガンマ線による外部被ばく

⑤
④

（作業条件を変更）

33 60-8 60-8-46
③

（原子炉建屋からの
漏えい率について）

22/27



まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

34 60-8 60-8-47
②

（免震重要棟の自主
化）
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

35 60-8 60-8-50

（1） 放射線量
・事象進展に伴う放射線量の変化を的確に把握するため，モニタリング・ポ
スト9台の稼動状況を確認する。
・モニタリング・ポストが機能喪失した場合，車両等により可搬型モニタリング
ポストをモニタリング・ポスト位置に配置し，放射線量の代替測定を行う。な
お，現場の状況により配置位置を変更する場合がある。
・また，原子力災害対策特別措置法第10条特定事象が発生した場合，海側
等及び5号炉原子炉建屋内緊急時対策所付近に，可搬型モニタリングポスト
6台を配置し，放射線量の測定を行う。
（2）放射性物質の濃度
・放射能観測車の使用可否を確認する。
・放射能観測車が機能喪失した場合，可搬型放射線計測器により，空気中
の放射性物質の濃度の代替測定を行う。また，主排気筒モニタが使用でき
ない場合，又は気体状の放射性物質が放出されたおそれがある場合，可搬
型放射線計測器により，空気中の放射性物質の濃度の測定を行う。
・液体廃棄物処理系排水モニタが使用できない場合，又は液体状の放射性
物質が放出されたおそれがある場合，取水口，放水口等で海水，排水の採
取を行い，可搬型放射線計測器により水中の放射性物質の濃度の測定を
行う。
・プルーム通過後において，気体状の放射性物質が放出された場合，可搬
型放射線計測器により土壌中の放射性物質の濃度を測定する。
・プルーム通過後において，気体状又は液体状の放射性物質が放出された
場合，小型船舶（海上モニタリング用）及び可搬型放射線計測器による周辺
海域の放射線量及び放射性物質の濃度の測定を行う。なお，海洋の状況等
が安全上の問題がないと判断できた場合に行う。
・放射性物質の濃度の測定における試料採取場所については，放出状況，
風向，風速等を考慮し，選定する。

（1） 放射線量及び放射性物質の濃度
・事象進展に伴う放射線量の変化を的確に把握するため， モニタリング・ポ
スト9 台の稼動状況を確認する。
・モニタリング・ポストが機能喪失した場合は， 車両等により可搬型モニタリ
ングポストをモニタリング・ポスト位置に配置し，放射線量率の監視を行う。
なお， 現場の状況により配置位置を変更する場合がある。
・また， 海側等に， 可搬型モニタリングポスト5 台を配置し， 放射線量率の
監視強化を行う。
・さらに，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所を使用することが決定した場
合，5 号炉原子炉建屋付近に可搬型モニタリングポスト1 台を配置し，放射
線量率の監視強化を行う。
・放射能観測車の使用可否を確認する。
・放射能観測車が機能喪失した場合は， 放射能観測車の代替測定装置とし
て可搬型放射線計測器により，発電所構内の放射性物質の濃度を測定す
る。
（2） 海水， 排水及び土壌等の放射性物質の濃度
・液体状の放射性物質が屋外に漏えいするおそれがある場合， 取水口，
放水口等で海水，排水の採取を行い，可搬型放射線計測器により放射性物
質の濃度測定を行う。
・また， 周辺海域への放射性物質の漏えいが確認された場合は， 小型船
舶（ 海上モニタリング用）及び可搬型放射線計測器による周辺海域の放射
線量率及び放射性物質の濃度の測定を行う。なお，海洋の状況等が安全上
の問題がないと判断できた場合に行う。
・プルーム通過後において， 発電所敷地内の土壌モニタリングが必要と判
断した場合に， 可搬型放射線計測器により放射性物質の濃度を測定する。

⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

36 60-8 60-8-51

（4） 緊急時モニタリングの実施手順及び体制 （ 4） 緊急時モニタリングの実施手順及び体制

⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

37 60-8 60-8-52 ⑤
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まとめ資料変更箇所リスト

No. 章番号 ページ番号 変更後 変更前 変更理由

【変更理由の類型化】

①指摘事項対応による変更・修正 ②設計進捗、設備変更による変更・修正 ③評価の進捗による変更・修正

④前提条件変更による修正 ⑤記載の拡充、最適化
 枠囲みの内容は機密事項に属しますので公開できません。 

38 60-8 60-8-55

⑤
（OFCとEMCの情報の
流れについて補足す

ることとした）
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